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 １番  後 藤  忍  ７番  品 田 好 博 

 

２番  三 條 幸 夫   ８番  齋 藤 宏 司 
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 ５番  原 本 哲 己  12番  近 藤 哲 雄 

 

 ６番  沢 出 好 雄   

  

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 10番  深 川  曻 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

  町長、教育委員会教育長、代表監査委員、農業委員会会長、副町

長、総合支所長、会計管理者、総務課長、総務課参事、総務課参

事、住民課長、福祉課長、福祉課参事、産業課長、産業課参事、

建設課長、建設課参事、地域振興課長、住民福祉課長、総務課主

査、生涯学習課長、生涯学習課参事、高校・認定こども園推進室

参事、高校・認定こども園推進室参事、監査委員事務局長、農業

委員会事務局長、選挙管理委員会事務局長 

 

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主幹 

 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
 

 

 

 



 

令和元年第２回大空町議会定例会議事日程 

第１号 令和元年６月１９日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  一 般 質 問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二      教育委員会教育長  渡 邊 國 夫 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   福 祉 課 参 事  鈴 木 章 夫 
 
   総 合 支 所 長  伊 藤 裕 幸   産 業 課 長  藤 田   勉 
 
   会 計 管 理 者  平 田 義 和   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 長  南 部   猛   建 設 課 長  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  塚 原 章 裕   地域振興課長  作 田 勝 弥 
 
   住 民 課 長  田 中 信 裕   住民福祉課長  星 加 政 志 
 
   福 祉 課 長  佐々木 徳 幸   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  佐 薙 幸 史    高校・認定こども園推進室参事  村 山   修 
 
   生涯学習課参事    田 端 久 剛      高校・認定こども園推進室参事  友 西 敦 史 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  伊 藤 裕 幸 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  井 上   透 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  伊 藤 裕 幸 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  菊 地 教 男   事 務 局 主 幹  田 中   学 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和元年６月１９日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 



諸 般 の 報 告 
≪令和元年５月２７日～６月１９日≫ 

 

５月２７日  第２回議員協議会 

２８日  町村議会議長・副議長研修会（東京都） 

   ３０日  女満別空港整備・利用促進協議会総会（網走市） 

オホーツク圏活性化期成会定期総会（網走市） 

オホーツク圏活性化期成会第８回石北本線部会（網走市） 

そらっきーポイント会通常総会 

６月 １日  女満別小学校運動会、東藻琴小学校運動会 

６日  第３回総務厚生・第４回産業建設文教合同常任委員会 

第３回総務厚生常任委員会 

        第４回産業建設文教常任委員会 

７日  美幌地方自衛隊協力会総会 

９日  藻琴山山開き 

女満別消防演習 

１１日  北海道町村議会議長会定期総会（札幌市） 

１３日  第４回議会運営委員会 

１５日  東藻琴幼稚園・保育園運動会 

１９日  令和元年第２回定例会 
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（開会 午前１０時００分） 

◎開会、開議宣言 

◇議  長 おはようございます。ただいまから、令和元年第２回大空町議会定例

会を開会します。これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の氏名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議

規則第１２７条の規定によって、議長において、８番、齋藤宏司議員及び９番、

松岡克美議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。議会運営委員会審査

の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、これを許します。 

議会運営委員会委員長、齋藤宏司議員。 

◇議会運営委員会委員長 おはようございます。議会運営委員会の審査結果を報告

いたします。本定例会を開催するにあたり、去る６月１３日に議会運営委員会を

開き、本日開会の定例会等について協議いたしました。 

本定例会では、一般質問者が４名、町長から提出されております案件が１６件

であります。このほか、議会提出案件も予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、

本定例会の会期は本日６月１９日に開会し、６月２０日までの２日間とすること

が妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について報告いたし

ます。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。お諮りします。本定

例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、本日から６月２０日

までの２日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月２０日までの

２日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。事務

局長。 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１１名であります。１０番、深川曻議員から欠席の旨、
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届け出があります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職氏名は、一覧表として配付していると

おりであります。 

なお、職務の都合により、一部に異動がある場合がありますことを御了承願い

ます。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとお

りであります。 

以上でございます。 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。山下町長から行政報告の申し出があ

りますので、これを許します。山下町長。 

◇町  長 おはようございます。令和元年第２回大空町議会定例会の行政報告を

行います。 

３月２０日、農業再生協議会水田部会を開催いたしました。平成３０年経営所

得安定対策交付金の説明、また、平成３１年度産、米の生産配分方針について説

明を申し上げたところであります。併せて産地交付金の内容について決定をした

ところでございます。 

３月２５日、オホーツク圏活性化期成会上川地方総合開発期成会石北本線合同

会議が北見市で開催され、出席いたしました。この中で石北線における新たな事

業計画案が示され、了承したところでございます。 

３月２８日は、女満別空港整備利用促進協議会といたしまして、航空会社の要

請活動に大阪府に出向きました。この中で、ピーチアビエーションに対しまして、

網走市、北見市、美幌町、オホーツク総合振興局とともに女満別空港への就航を

強く要請したところでございます。 

４月２２日、交通安全・社会を明るくする運動実行委員会を開催いたしました。

今年度は７月２日、東藻琴において大会を開催することを決定いたしました。併

せて標語の募集要領などを決定したところでございます。 

４月２３日、交通安全防犯推進委員会総会を開催いたしました。今年度は網走

警察署、髙橋刑事課長に御出席をいただきました。網走市における暴力団の解散

に伴い、別の組織の介入などが取り沙汰されており、注意が必要とのお話をいた

だいたところであります。地域における安全を担う今年度の活動について説明を

いたしました。 

５月１３日、国民健康保険運営協議会を開催いたしました。今年度は保険税率

の資産割の廃止、その他については据え置き、また、限度額については３万円を

引き上げることについて御答申をいただきました。 

５月１４日は、オホーツク町村会役員会及び臨時総会が網走市で開催され、出



3 

席いたしました。役員改選を行いました。現役員の再任とともに、新たに佐々木

遠軽町長を監事に選任いたしました。さらに、令和２年度採用職員の試験を９月

２２日に実施することを決定したところでございます。 

同日、北海道国民健康保険団体連合会オホーツク地方支部定期総会も開催され

ました。役員改選を行いまして、新たに支部長に馬場斜里町長を選出し、決算の

認定、事業計画、予算を決定いたしました。 

５月１６日には、道路整備促進期成同盟会全国協議会通常総会及び命と暮らし

を守る道づくり全国大会並びに要請活動のため上京いたしました。総会、大会の

終了後、北海道の関係者とともに北海道選出国会議員、国土交通省道路局、北海

道局に対し、北海道の道路整備促進を要請したところでございます。 

５月２１日には、全国高速道路建設協議会総会及び要請活動のために再び上京

いたしております。総会の終了後、道内高速道路の整備促進について、国土交通

省、財務省、北海道選出国会議員などに要請を行ったところでございます。 

翌日、札幌へ戻りまして、北海道道路整備促進協会通常総会に出席をいたしま

した。本総会において、本年の１０月２８日、東京におきまして、北海道が中心

となった安全・安心の道づくりを求める大会を開催することを決定したところで

ございます。 

５月２３日から２４日にかけて、札幌に出向いております。各種総会などが開

催されております。一つ目といたしまして、北海道町村立高等学校自治体連絡協

議会総会でございます。参加をいたしまして、各地域における取り組み状況など

の情報交換を行うとともに、先進地視察などについて今後検討していくことで一

致いたしました。 

また同日、北海道酪農振興町村長会議総会が開催され、出席いたしました。役

員改選のほか、本年は１１月２６日に中央において要請活動を行うことを決定し

たところでございます。 

さらに同日、北海道町村会定期総会が開催をされ、出席いたしました。今年度

は役員改選が行われました。私は２年間の監事を退任させていただいたところで

あります。大会では、昨年１年間で新たに２１名の町村長が誕生し、御挨拶がご

ざいました。現在、北海道内における１期、２期目の町村長が８６人と５割を超

えておりまして、世代交代が進んでいる状況が報告されております。 

５月２４日は、情報通信基盤整備に係る意見交換のために、さらに札幌に滞在

をいたしました。ＮＴＴ東日本に対して、民設民営方式の補助事業で取り組みた

い旨の説明をすると同時に事業者負担についても要請をしたところでございます。 

５月２７日は、農業再生協議会通常総会を開催いたしました。平成３０年度の

決算、令和元年度予算を決定いたしました。併せてビーンズファクトリーの稼働

状況の説明、さらには町が進めます農業農村整備事業など町の農業関係予算につ

いて説明を申し上げました。 

５月２９日は、空港経営改革に関する北海道知事要望に札幌へ出向いたところ

でございます。鈴木北海道知事と面談し、女満別空港ビル株式の売却益の地元へ
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の活用施策、制度化について要請をしたところでございます。 

５月３０日には、網走市において各種会議が開催されております。一つ目は、

オホーツク圏活性化期成会役員会及び定期総会でございます。総会においては会

長に辻北見市長を再任いたしました。また、夏季中央要請や秋季北海道要望など

の事業計画が承認されたところでございます。 

さらにオホーツク圏活性化期成会の石北本線部会も開催されました。各線区ご

との支援額が示され、全体として了承したところでございます。第２回北海道議

会定例会に関連する補正予算が提案されるとの説明があったところでございます。 

同日、女満別空港線整備・利用促進協議会総会を開催させていただきました。

決算、予算、事業計画を決定したほか、民間委託に伴う協議会の設置、これらを

本年度かけて検討していくこととしたところでございます。 

同日、女満別空港国際チャーター便誘致協議会総会も開催されました。本年度

をもって発展的に解散をする方向ということが示されたところでございます。 

さらにオホーツクイメージ戦略推進委員会も開催されました。前年度に引き続

き、ロコ・ソラーレを大使として、オホーツクの発信を行っていくことを承認し

たところでございます。 

６月６日は、三町農業推進協議会総会が美幌町において開催されました。平成

３０年度事業報告、令和元年度事業計画を決定いたしました。普及センターから

三町における取り組み事例などについて説明を受けたところでございます。 

６月７日は、青少年問題協議会を開催いたしました。網走警察署、川又生活安

全課長から最近の青少年を取り巻く情勢について御報告をいただくと同時に、町

内における子どもたちの状況について報告を申し上げ、委員の方々と意見交換を

行ったところでございます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。７番、品田好博議員。 

◇品田議員 おはようございます。 

令和元年第２回定例会において、一般質問をさせていただきます。通告に従い

ながら進めたいと思います。 

１番目、高齢者のごみ出し支援について。 

高齢化が進む中、病気や身体の衰えによって、自力でのごみ出しが困難な高齢

者が増えているとのことであります。高齢者人口の増加に伴って、高齢者の単身

世帯も増える現状が浮き彫りになってきました。２０４０年には、６５歳以上の

世帯は全世帯の４４．２％を占めるようになり、このうち単身者世帯は４０年に

は４０％近くなると推計されております。高齢者が最も多くなり、夫婦のみの世

帯より１０ポイントも上回ると予想されております。 
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こうした中、環境省は自治体などが、ごみ出し支援制度の拡充に乗り出すよう

その方針を決めたとの報道がありました。当町にも支援状況の調査があったと思

いますが、私たちの町の高齢者の現況について、環境省の調査にどのようにお答

えになったのか。 

また、この事業の必要性について、どのようにお考えかお伺いしたいと思いま

す。 

２番目でございます。眺湖台の定住団地の環境整備について。 

眺湖台のある家屋の環境が著しく悪いと苦情が相次いでおります。このような

状況になった経緯は分かりませんが、随分長い間、放置されていると考えており

ます。この状況を把握しておられるのでしょうか。解決策は講じているのでしょ

うか。近隣の方にとっては、大変悩ましい問題となっております。 

この問題の手だてのあり方について、町長は、どのようにお考えかお伺いをし

たいと思います。 

以上、２点にわたり質問をさせていただきました。よろしく御答弁お願いいた

します。 

◇議  長 山下町長。 

◇町  長 品田議員の御質問に御答弁を申し上げます。 

１点目でございます。近年、ごみ出しが困難になられた高齢者の支援が全国的

な課題となってございます。平成２７年の調査によりますと、高齢者のごみ出し

支援制度がある自治体は２３％、本年の調査でも同じ結果となってございます。

ごみ出しが困難な高齢者が多くいるとの回答も５３％。今後、増えていくと予想

しているところが８７％に達しております。また自治体の規模が小さいほど、そ

の制度の導入率が低いという実態も明らかになっております。 

本町における高齢化率さらには高齢者の現状、そしてお尋ねにありました、本

年度ありました調査の回答内容については、後ほど担当から御説明をさせていた

だきたいと存じます。 

こういった高齢者に対するごみ出し支援の必要性については、認識をしており

ますけれども、具体的な検討にはまだ至ってございません。現況や原因、また、

町民の方々の意向を把握し、そして先進事例も調査して、今後検討してまいりた

いと考えているところでございます。 

次に御指摘をいただきました眺湖台団地の関係でございます。議員から御指摘

いただきました家屋や家屋の周辺の状況は、町としても把握している状況にござ

います。また、町政懇談会などでも何とかしてほしいとのお話を伺っております。 

所有者の方、お住まいの方は、その他の件でも町との間に課題がございまして、

面談をして解決の糸口を見出していかなければならないわけでございますが、お

逢い出来ていない状況にございます。 

町では、廃棄物の処理及び清掃に関する条例というものを持ってございまして、

土地や建物の占有者が清潔を保たなかったり、地域の生活環境を阻害するなど、

適正に管理されていない場合は、必要な措置を講ずるよう指導、勧告することが
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できるとされております。 

しかしながら、今回の案件につきましては、十分対応ができておりませんでし

た。お詫びを申し上げたいと思います。今回の案件につきましては、町の喫緊の

課題と捉えまして、しっかりと法令や条例に基づき粛々と手続をしていく、そう

いったことを積み重ねていくことが大切だと思っております。今後厳正に対処す

る中で解決に向けて努力をしてまいりたいと考えているところでございます。 

◇議  長 鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 私から大空町における高齢者数の現状と今後の見込みについて御説

明を申し上げます。 

令和元年５月３１日現在での住民基本台帳における大空町の人口は７，１５０

人、このうち統計上、高齢者として区分されます６５歳以上の人口は２，５３５

人で、６５歳以上高齢化率は３５.４５％となっております。さらに区分をいた

しまして、後期高齢者となります７５歳以上の人口は１，３５６人で、７５歳以

上高齢化率は１８．９７％となっております。５年前の平成２６年５月３１日現

在では、住民基本台帳における人口は７，７６５人、このうち６５歳以上の人口

が２，４３２人、６５歳以上高齢化率は３１．３２％でございました。７５歳以

上の人口を見ますと１，３７９人、７５歳以上高齢化率は１７．７６％となって

おりましたので、この５年間におきまして人口は６１５人減少している中、６５

歳以上人口は１０３人増加し、６５歳以上高齢化率は約４ポイント増加をしてお

ります。７５歳以上人口につきましては、２３人減少しておりますが、７５歳以

上の高齢化率は約１ポイント増加しております。 

今後、本町の高齢化がどのように推移していくかについてですが、平成２７年

１０月に策定をしました大空町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略

の中で、国立社会保障・人口問題研究所の推計及び当推計に準拠しまして、ま

ち・ひと・しごと創生本部が推計をしました本町の将来人口が掲載されておりま

す。年々人口が減少していく中にありましても、６５歳以上の高齢者が増加をい

たしまして、いわゆる団塊の世代が７５歳以上の後期高齢者となる２０２５年で

は人口６，５７５人、このうち６５歳以上の人口が２，５９５人、６５歳以上高

齢化率が３９．４７％となると見込まれております。現状と比較しまして、人口

がさらに５７５人減少する中、６５歳以上人口は６０人増加し、６５歳以上高齢

化率も約４ポイント増加することになります。ここでは７５歳以上の年齢区分に

ついては明らかにされておりませんが、人口推計の傾向から７５歳以上高齢化率

は現在の１８．９７％からさらに上昇しまして、２割を超えるのではないかと推

測されるところでございます。 

また、高齢者の現状としまして別に把握しております見守りネットという事業

がありますけれども、そちらの状況について御説明します。見守りネット事業に

つきましては、６５歳以上の高齢者世帯、単身世帯宅へふれあい訪問員が訪問を

行い、日々の暮らしでの困り事や健康状態の把握などを行っております。今年度、

見守りネットの対象となっている方は８１７世帯、１，２１９人となっておりま
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して、その内、単身高齢者の方は３６１人となっております。さらに、７５歳以

上の方でまいりますと５９１人、うち単身の方が２０２人いらっしゃいます。訪

問の方法につきましては、一次訪問として対象者全てを一度訪問し、その結果に

より訪問頻度等を決めて再訪問を行っているということでございます。人口の状

況につきましての説明は以上でございます。 

◇議  長 田中住民課長。 

◇住民課長 私からは、本年１月に環境省が実施いたしました、高齢者を対象とし

たごみ出し支援制度の実態調査に対する本町の回答内容について、御説明申し上

げます。 

調査の対象は、全国の地方公共団体１，７４１団体でございます。調査項目は

問１から問６までのアンケート調査方式となってございます。 

問１は、ごみの収集運搬形態についての問いで、委託方式と回答しております。 

問２は、ごみの収集方式についての問いで、各戸収集とステーション収集の併

用と回答しております。 

問３からが高齢者を対象としたごみ出し支援の状況に関するもので、問３は①

今現在、ごみ出しに困難を抱える高齢者がいるか。②今後、高齢化によりごみ出

しが困難な住民が増えるか。③ごみ出しが困難な高齢者への支援は、自治体が取

り組むべき課題であるか。④ごみ出しが困難な高齢者への支援は、優先順位の高

い課題であるかの４点で、いずれもそう思うと回答しております。 

問４は、高齢者を対象としたごみ出し支援を行っているかとの問いで、行って

いないと回答しております。 

問５は、高齢者を対象としたごみ出し支援制度の導入を検討したかとの問いで、

検討していないと回答し、その理由といたしまして、ごみステーションの設置場

所の移動や新設、介護ヘルパー等により対応していると回答しているところでご

ざいます。 

最後の問６は、ごみ出し支援制度を導入する場合の課題はとの問いで、予算、

人員や受託事業者の確保、福祉部門との連携などが課題となりそうであると回答

しているところでございます。以上、私から御説明とさせていただきます。 

◇議  長 ７番、品田議員。 

◇品田議員 はい、７番。今、御答弁と御説明ありました。中央の都市においては、

高齢化の上昇というのは高いものがありますけども、地方はまだまだという感じ

がしているわけですけれども、これからどんどん人口が減ることによって、人口

減少率が多くなりますから、高齢化率が一気に上がってくるという可能性がある

と思います。 

私は、この問題を初めて見たとき、ほとんど近隣に先進地たるものがないだろ

うなというふうな予想をしていたんですけども、調べてみましたら、１番近くの

網走市が、もう平成２２年度から実施をしているということに、ちょっとびっく

りしました。というのは網走は分別やなんかも遅かったですから、丁度その頃だ

ったと思いますが、同時にこういうことやっているということ、やっぱ先進地だ
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なと、先駆的な取り組みだったなというふうな考え方をしています。 

政策というのは、そういう意味で本当に先駆性というのは大事なことだろうと。

それがやがて世の中のリーダーシップをとっていくというふうに政策においては

思っております。 

網走市においては、高齢者の支援事業が１０年経ったと今言いましたけども、

利用世帯は増加傾向にあり、今後さらに増えていくだろうと、ニーズが増してく

だろうというふうに予想しているようでございます。２９年度は、ほぼ１２０世

帯、３０年度も多分そういうことだろうということです。当初予算は、本年度７

４０万円程度計上されているようでございます。ごみ出しの代行、この主たるも

のは、網走市シルバー人材センターに委託をされているということでありますけ

ども、今後の課題においては、今、課長さんが言ったとおり、いろんな各団体、

町内会等とも共同してやっていかなければならないでないかというようなことが

課題であると、人材ですね。そういうふうなことを言っておりますけれども。 

町長、この話を聞いて、政策の先駆性ということは、上から指示が来たり、ガ

イドラインを提供されたり、そういったことを待つということなくて、やっぱり

一歩、せめて一歩早目に予想を立てていくということが１番肝要なことでないか

と思いますけど、その辺についてどのようにお考えですか。必要性についても認

めておられますけども、私も今すぐということの対象はない、そんなにはないだ

ろうと思いますけども、これから２０年後、大きなスパンで考えられると思いま

すので、ひとつその辺をお聞かせください。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 網走市の例について御指摘をいただきました。私どもが調査をさせて

いただきました内容と同じことでございました。今、議員が御指摘のとおりの事

業について推進をしており、課題もあるというようなことを私どもも受けとめて

ございます。 

いろんな政策を推進していく中にあって、必要なことというのは、その先見性、

先駆性ということもあろうと思いますし、一方で、その時点でどれだけのニーズ

があるかということを計ることということも必要だなと思ってございます。 

この問題については、今時点ではそれほど多くの課題と必要性ということには

至っておりませんけれども、これらを進めていくためには、かなり綿密な計画と

言いましょうか、考え方を持って進めなければならないと思っております。例え

ば網走と同じように、シルバー人材センターのようなところ、もしくは収集事業

者などにこういったことをもう少し細かく配慮して収集活動を行っていくという

ような、そういうことを一つは考えなければならないのではないか。そうします

と当然個別収集に舵を切っていくというようなことも想定されるように考えます。

そうしたらどうなるか、経費も多分掛かってくると、その経費を例えばどのよう

に負担をしていくのというようなことにもなってくるのではないかと、そのよう

に思います。そうしますと今日思い立ってすぐ明日から実行できるようなもので

はないというふうに考えますと、先は少しあるかもしれませんけれども、今のう
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ちから、これは検討していかなければならない課題ではないかと、そのように受

けとめているところでございます。 

まだ、先ほど言いましたように十分な検討に至っておりませんけれども、本年

度、ごみ収集処理に係る料金体系などについても議論をスタートさせたいという

ことを申し述べてまいりましたので、そういった中で、この収集の仕組みのあり

方、そういったものも併せて検討するようにしてまいりたいと考えているところ

でございます。 

◇議  長 ７番、品田議員。 

◇品田議員 先ほど来、聞いておりました。十分理解されているようでありますけ

ども、緊急性はそんなに高いものはないと思いますけども、理解されているとい

うふうに感じましたので、１番の問題はこれにて終了いたします。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 今後検討を進めてまいりますので、また議員の立場から御指導いただ

きますようにお願いを申し上げます。 

◇議  長 ７番、品田議員。 

◇品田議員 ７番。２番目の問題でございますけども、私は議員に立った時に一番

先に正直言って、このことについてお宅を回ったら、何とかしてくれと言うのも

ありました。私の迂闊さで２０何年も経ってしまってというような現状でござい

まして、多分、眺湖台は５６年か５７年だと思います、団地施工なさったのはで

すね。それから、どんな経緯なのか、私記憶に全然ないですけども、議員になり

まして回りまして、苦情を聞いてから本当に永い間かかったな、一体我々の仕事

は何なのかなと。議員はどうしたらいいのかなと。悩んだ一つの項目でございま

す。私も最後に近くなっていますので、最後ぐらいはきちっと自分が与えられた

仕事、困難な状況に達している住民の皆さん方の嘆きを考えたときに、思い立っ

て質問させていただきました。 

そのとき私ができたことは、担当課長さんにプライベートな問題もあり、いろ

いろ難しい面もあるけれども、何かできることはないのかということを言いまし

てですね、いわゆるヤブ笹がものすごく生えている庭なんですね。それが側溝帯

まで、あそこは歩道ありませんので、側溝帯までアスファルトも舗装していませ

んから、側溝帯が。根を張って歩道に出てきているんですね、歩道帯まで。それ

もそのままだったのです、当時。今、この席に現課長さんおられますけども、頼

むからね、あれは町有地だから、あそこだけは綺麗にしてくれと。そうすること

によって、もしかしたら気がついてくれるかもしれない。余計なとこは切らなく

てもいいけども、町有地の管理のするとこだけは綺麗にしてくれよと、一緒にな

って汚いから町有地のとこもぶん投げておく、これはまずいんじゃないかと言っ

て、あそこを削ったことがあります。その後、誰がやっているか分かりませんけ

ども、道路管理を調べたらやっておりません。住民が一回綺麗にしてくれている

から小まめにやってくれているんだろうなと、このように思います。ただし根本

的な解決にいまだかつてなってないのは残念ですけども。 
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ここで質問なんですけども、一体、当事者と接点を持ったのか。私は持ってな

いんじゃないかなと。今、町長さん、町民ふれあいトークでもあったと。私はそ

の頃が最後の悲鳴だったと思うんですけど、この頃は町内では町民ふれあいトー

クが少なくなってきていますから、なかなか継続しては出てきてないと思います

けども、その時点で何ができたんじゃないかなと。やっぱり接点を持って、そし

て協力してあげるとか、困っているなというところがあればですね、一旦ごみを

ですね、まず、すごいですから、それを出して１回投げてやると。それでもう一

度やるってなったらいろんな手当てをしなきゃならないと思いますけども、１回

綺麗にしてやるということがですね、やっぱり近隣の町民の皆さん方も、行政の

力というもの、やり方っていうものが良く分かってですね、大げさにしないで、

まず処分からやってあげると。そういうことで、本当に長い間苦しんだと思いま

す。私も１０数回では効きませんから。あそこ歩く度に何とかしてくれ何とかし

てくれと。僕は正直逃げるようにしていました。今考えればバカなことをしたな

と、早いうちに一般質問した方が良かったなと思いますけども、なかなかナイー

ブな問題でしたから、私は話題に上げてきませんでしたけども、ここへ来たら最

後だなと私は思い込んだ次第でございます。町長はその辺どのように、町長も気

がついてから何年も経っているという認識はあると思いますけど、どのように御

認識かお聞かせ下さい。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 今まで解決に向けて具体的な策を講じてこれなかったことに対し、大

変心苦しく思っておりますし、反省をいたしているところでございます。こうい

った状況については、現在までの状況とは言いませんけれども、過去からずっと

積み重ねて、一夜にしてなったわけではなくて、何年もの間に積み重なって今の

ような状況になってしまった。遅くなればなるほど、また、その対応策というも

のは難しくなるということで大きな事例だなと思って、改めて反省をしていると

ころでございます。 

私が町長になる前から、そういうようなお話というのは私自身、個人としての

耳にも入っていたやに思ってございます。先ほど申しましたとおり、当該町民の

方につきましては、いろんな課題がございまして、町の担当課、いろいろな担当

課が接点を持つべく訪問をしたりしているところでございますが、正直なかなか

会えない状況が続いていることもございます。 

そんな中で具体的な対応策というものに踏み込めてこなかったわけでございま

すが、そう言っていられる状況ではないということを感じてございます。例えば

その住宅周り、住宅、それからその周辺の環境のこと。さらには空き家となって

しまったような状況での環境のこと。そんな中で町民の方々からいろいろな苦情

と言いましょうか、御要望をいただくこともございます。そんな中で、昨年は空

き家等の特別措置法に基づいて、危険家屋を行政代執行により解体撤去したと。

ここも何年か掛かりましたけども一つ解決に向けて進み始めました。その他、土

地所有者と廃屋となった住宅所有者が異なっている。しかしなかなか資力がなく
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て解体ができないというような中で、町の職員が土地所有者、住宅所有者の間に

入って調整をしながら仲介をして、結果的に町の補助事業によって、解体を進め

たというような事例も一昨年ございました。 

さらに私の地域でございますけれども、住宅の中、周辺にごみが散乱をしてい

て、大家の方と大変な揉め事になっていたと。私ども町の職員もそこに一緒に入

らせていただきながら、そして解決に導いてきたというような事例もございまし

た。こうやって考えますと、その時々できること、また、法令やその条例に基づ

く手続きというものをしっかりと積み重ねていかなければ解決に至らないという

のが、これらからの学び得るところでございます。 

今回の案件につきましても、町の喫緊の課題と捉えまして、できること、また

法令に沿って手続き等を積み重ねていかなければならないもの、そういうものを

しっかりと積み重ねながら解決に向けて努力をしてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。私も思いといたしまして、議員と同じ思いを持っておりますの

で、職員ともどもこの問題に当たってまいりたいと、そのように考えるところで

ございます。 

◇議  長 ７番、品田委員。 

◇品田議員 １番と同じように大変町長さんには御理解をいただいた答弁をいただ

いております。一生懸命やっていてもなかなかうまくいかないこともあろうと思

います。でもその間、長いスパンをかかった場合はまた違うだろうなと。人によ

ると怒り浸透に達するという言葉ありますけども、やっぱり長過ぎると逆に信頼

を失う、いわゆる行政の信頼を失うということになりかねない事例の一つだなと。

早いうちであれば、もうちょっと何とかなったんだろうと。 

一つとして、先ほども言いましたけども、まず、当事者に会うということ。分

からないというか、会えないと言うけども、そんなに会おうとしてなかったから

じゃないかなと。網走にいるっていうふうに聞いたりもしていますけれども、固

定資産税も納めているし、そうなれば連絡場所も分かるだろうし、書面でもでき

るわけですから、住所も分かるわけですから、やっぱりその辺のことですね、し

っかりとやっぱり考えてですね、駒を動かしていただきたいなと。まず１回お会

いしてですね、ご事情聞いてですね、拒否なさればこれまた別の問題ですけども、

私はそんなに拒否はしないんじゃないかなと。というのはですね、私、正直言っ

てその人と１回はお会いしているんです。路上にいまして、車の中に暖房をつけ

てそこに座っていて出てきたんですけども、何か相談することございませんかと

言ったら何もないと。そこで仕方ないから、そのことを言いましたら、私は誰に

も迷惑をかけていないと思う。こういう御発言がありました。やはり誤解だろう

なと。認識の違いだろうなと。早いうちにやれば、自分がどういうことをしてい

るのか理解してくれると思いますけれども。十何年も２０年も経ってから、直せ

ませんよね。もう自分でもどうしていいか分かんないのでないだろうか。そうい

う意味では手を差し伸べてあげればですね、意外や理解をしてくれんじゃないか

な。そこで費用の要求をすればまた別ですけれども。そうでない限りは、１回、
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回りの住民の人も考えてですね、１回綺麗にする。それからどう出てくるのか。

また、その物事はですね、いろいろ相談に乗ってやらなきゃならないと思います

けども、もはや誰も入らないで３０年近く経っている家屋です。果たして貸せる

かどうかも分からない。大変難題の問題だと思います。それはまた別問題として、

今、ここの現実の問題として解決することをとりあえず一歩進めもらいたいと思

います。答弁で御理解を賜りながら、再質問というのはおかしいと思いますけど

も、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 先ほどいろんな課題がありまして、接触を試みようとしていると担当

の職員などに聞きます。当然、電話等というわけにはいきませんので直接出向い

て御自宅を訪問するということをさせていただいておりますけれども、職員が近

年訪問した中で、すんなりとお会いできるということはなかったようでございま

す。 

また、議論についてもですね、私自身も町長になったすぐに直接町長室でお会

いをしたこともあります。またお願いをしたこともあります。状況についてお聞

きをしたこともあります。また、それ以前の接していた担当者などからもお話を

聞きました。しかし、正直申し上げて、なかなか議論というものは、かみ合いま

せん。また、うちの職員が行ったときに拒否をされる、会わないというようなこ

とも随分とあったようでございます。さらに早いうちから議論といいましょうか、

お願いの向き、その対応というのは、なかなか噛み合っていないというふうに私

は感じました。私自身もお話をして感じたところでございます。 

しかし、そこで諦めたのでは解決に至りませんので、先ほど言いましたように

できることを町として一つ一つやる。そして法令に基づいて、いろんなことを積

み上げていく。例えば先ほど言いました住宅と住宅の周辺にごみが散乱していて

片づけた方などについてはですね、強制的に裁判によって、裁判所の執行命令に

基づいて、ごみの処理を行ったというような事例もございます。そういうことに

至るまでには所定の手続きを積み重ねておかなければ、裁判所なども認めてくれ

ないのではないかなと、そのように感じるところもあります。 

今まではそういう視点でもって取り組んでこられなかったところがあります。

そこは大きな反省でありますので、先ほど言ったことをしっかりと積み重ねなが

ら、周辺の皆さんの御迷惑を１日でも早く改善できるような形にするために厳正

に取り組んでまいりたいと、そのように考えてございます。手法はいろいろあろ

うかと思いますけれども、一生懸命努力をしてまいりたいと思います。今後も御

指導いただきますようにお願いを申し上げます。 

◇議  長 ７番、品田議員。 

◇品田議員 大変難しい問題をお掛けしておりますけれども、十分理解できます。

今後とも進めてください。よろしくお願いしたいと思います。以上で終わります。 

 

◇議  長 これにて品田好博議員の一般質問を終了します。ここで１０分間休憩
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します。 

 

（休憩 午前１０時４９分） 

（再開 午前１０時５８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。日程第５、一般質問を続けます。 

次に、３番、上地史隆議員の一般質問を許します。３番、上地議員。 

◇上地議員 皆様改めておはようございます。令和元年６月になり、新緑が綺麗な

季節を迎えました。ですが、その前には暴風により農作物や漁業資源にも大きな

被害が出ました。被害に遭われた方には心よりお見舞いを申し上げます。 

それでは通告に従い、一般質問に移らせていただきます。ほかの議員の方と重

なる質問がありましたら、お許しいただきたいと思います。 

それではまず一つ目の質問です。一つ目の質問、在宅医療介護連携推進事業に

ついてです。在宅医療・介護連携推進事業は、介護保険法の地域支援事業の包括

的支援事業として位置づけられ、実施可能な地区町村は平成２７年４月から先行

的に取り組みを開始し、平成３０年４月からは、全ての市区町村において実施す

ることとなっております。事業はアからクの８事業で構成されており、アは、地

域の医療と介護資源の把握。イは、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の

検討。ウは、切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制。エは、医療・介護関

係者の情報共有の支援。オは、在宅医療・介護連携に関する相談支援。カは、医

療・介護関係者の研修。キは、地域住民への普及啓発。クは、在宅医療・介護連

携に関する関係市区町村の連携となっております。 

国が実施した在宅医療・介護連携推進事業の実施状況調査によりますと、市町

村の取り組み状況には地域により大きなばらつきがあったほか、人口規模の小さ

い市町村ほど取り組みが遅れている傾向が見られております。また市町村の事業

実施数が多い都道府県では、都道府県保健所による市町村支援の割合が高い傾向

が見られております。このようなことからも、大空町の取り組みの現況はどうな

っているのか、町長よりお伺いしたいと思います。 

続いて、二つ目の質問に移らせていただきます。移住・定住者の住宅対策につ

いてです。少子高齢化が進む北海道において、移住・定住人口の確保は、地域コ

ミュニティーを維持し、地域産業を活性化し、また、住民への行政サービスを維

持していくためにも重要な課題です。 

道内市町村と北海道が移住・定住施策に本格的に取り組み始めてから少しずつ

ではありますが、一定の成果を上げてきております。北海道暮らしフェアの来場

者もこれまでの団塊世代中心から３０代から４０代、さらには２０代の参加も見

られ、全国的にも都市の若者が農山漁村へ向かう動きも出てきております。 

ですが、その一方で、道内のみならず、道外の多くの地域では限界集落など、

定住人口の減少により、集落の機能維持が難しくなってきている地区が増加をし

ております。少子化や若年女性人口の都市部への流出によって地域の崩壊につい
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ても懸念がされております。 

こうした状況に鑑み、移住による定住人口の増加だけではなく、現在地域に居

住されている住民の流出を防ぐ定住策も併せて実施しなければなりません。今後、

地域社会の維持は一層困難なことになると思われます。大空町においても、移

住・定住者の受け入れ体制を整備し、住みやすい環境づくりを図るために平成１

７年、女満別栄町定住団地６区画、平成２７年に女満別昭和定住団地１５区画、

東藻琴総合支所南側定住団地５区画を造成しました。その後、販売が好調なこと

と平成３１年１０月に消費税増税が予定されていることもあり、増税前の駆け込

み需要も考えられることから、総合計画を前倒しし、平成３０年、女満別地区に

新たに１０区画が造成されました。両地区ともに定住団地の現況はどうなってい

るのか、町長よりお聞かせいただきたいと思います。 

続けて、子育て世帯の住宅支援について、お聞きします。大空町の住宅に関連

する施策ですが、町が分譲する宅地に住宅を新築して、移住・定住をしようとす

る子育て世代には、いきいき子育て支援事業として建築費用の３分の１、上限２

００万円を助成しております。それらも含めて、子育て世帯の住宅支援の現況は

どうなっているのか、町長よりお伺いしたいと思います。以上で、最初の質問と

させていただきます。 

◇議  長 山下町長。 

◇町  長 上地議員に御答弁を申し上げます。在宅医療・介護連携推進事業は、

医療と介護の両方を必要とする方が、地域で暮らし続けることができるよう在宅

医療と介護を提供することが目的となっております。市町村には８つの事業項目

に沿って、事業を実施していくことが期待されているところであります。 

大空町における取り組み状況について、私から概略を申し上げ、後ほど担当か

ら詳しく申し上げたいと存じます。 

１点目の資源の把握でございますが、少ないということもありまして、町内定

把握はできていると認識をしてございます。 

２点目の対応策の検討につきましては、医師や看護師、ケアマネジャーによる

連絡会を現在、月１回のペースで開催をして検討してございます。 

３点目の体制の構築でございますが、ここはなかなか十分できているとは言え

ない状況でございます。 

４点目の情報共有の支援といたしまして、入院時の医療機関の求めに応じまし

て、既存様式などを活用して連絡表を作成して対応しております。 

５点目の相談支援でございますが、専門の人員の配置には至っておりません。

現在、包括支援センターの職員、保健師でございますけれども、保健師が相談に

当たっている状況でございます。 

６点目の研修でございますが、平成３０年度、担当保健師が参加をしていると

ころでございます。 

また、住民の方への啓発についてでございますけれども、せいかつ・あんしん

ガイドブックでありますとか、町のホームページを活用している状況でございま
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す。 

８点目の近隣市町村との連携という点でございますが、網走地域多職種連携チ

ームというものの構成員と私どもの町もなっておりまして、その会議に参加をし

て、各市町村との連携を図っているところでございます。詳しくは後ほど担当か

ら説明を申し上げます。 

次に定住・移住に関する団地造成の実績などについて申し上げます。合併前の

平成１７年７月、女満別町時代でございますが、女満別西３条２丁目に６区画を

宅地造成いたしまして、現在４区画の売却となってございます。平成２７年に女

満別公園５丁目に１５区画、東藻琴南区に５区画を造成いたしました。これらは、

本年１月に全区画が完売となっております。また、女満別地区においては、売却

が順調であったことから、平成３０年度に造成地西側に１２区画を造成し、現在

１０区画を売却しているところでございます。 

また、平成２７年度からいきいき子育て住宅支援補助金制度を設けてございま

す。子どもさんがいる世帯、また夫婦いずれかが４０歳未満である世帯が町の分

譲宅地を購入し、２年以内に住宅を新築する場合、建設費用の３分の１、そして

町内事業者が施工する場合は２００万円を限度として、町外事業者の場合は１０

０万円を限度として交付している状況にございます。こちらの実績については、

担当者から説明をさせたいと思います。以上、１回目の御答弁とさせていただき

ます。 

◇議  長 鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 私から１点目の在宅医療・介護連携事業の８つの事業項目の進捗状

況について、御説明を申し上げます。 

まず１点目、地域の医療・介護の資源の把握でございます。こちらは地域の病

院、歯科診療所、介護事業所等の住所や連絡先、機能等の情報を収集し、リスト

やマップなどを作成、地域の医療・介護関係者との共有や地域住民への提供を行

うことなどが求められておりますが、本町におきましては、そう数多く事業所が

あるわけではございませんので、日常の情報交換の中で、各関係者とも資源量と

の情報は把握できるというふうに認識をしているところでございます。 

続いて２点目は、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討でございま

す。こちらは地域の医療・介護関係団体等と現状や課題、対応策、地域で目指す

理想像を共有することなどが求められておりますが、本町におきましては、関係

する医師や看護師、ケアマネジャー等による連絡会を平成３０年度につきまして

は、月１回程度のペースで開催をしまして、まずはお互いの関係性を深めるとい

うことを主眼に進めてきたところでございます。 

続いて３点目は、切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築です。こ

ちらは在宅医療と在宅介護が夜間、休日、容態急変時の対応と切れ目なく提供さ

れる体制の構築が求められており、現在の本町の医療体制においては、簡単なこ

とではないと思われますが、引き続き、関係機関と協議を行っていかなければな

らない項目であります。 
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続いて４点目は、医療・介護関係者の情報共有の支援です。こちらは患者や利

用者の状態について、医療・介護関係者間で速やかに情報共有を行うために情報

共有の方法を検討し、情報共有ツールを作成するということが求められておりま

すが、現在は高齢者の入院時の医療機関の求めに応じまして、担当するケアマネ

ジャーが参考様式や各事業所等の既存様式などを活用しまして連絡表を作成し、

情報共有するなどしているところでございます。 

続いて５点目につきましては、在宅医療・介護関係者に関する相談支援です。

こちらは、この事業を進めるに当たりまして、関係事業者からの相談を受け付け、

その対応の支援を行うことが求められておりまして、医療及び介護の知識や経験

を持つものを配置することが望ましいとされておりますが、そのような人員の配

置には至っておらず、地域包括支援センターの職員が対応にあたる体制となって

いるところでございます。 

続いて６点目は、医療・介護関係者の研修でございます。こちらは研修などを

通じ多職種が共通の課題や困難な状況を理解し、かつ解決のプロセスを共有しな

がら同じ方向に向かっていく手法を体得したり、それぞれの職種がお互いの分野

についての知識を身につけることが求められております。本町では、網走地域多

職種連携チームという広域組織が主催する研修会に参加をしておりまして、３０

年度には人生の最終段階における医療やケアと題した講演会に担当保健師が参加

をし、在宅医療や看取りについての考え方や事例について学んできたところであ

ります。 

続いて７点目は、地域住民への普及啓発です。こちらは地域住民が在宅医療や

介護について理解するための講演会の開催や在宅医療・介護で受けられるサービ

ス内容や利用方法等を載せたパンフレットの作成、ホームページへの掲載などが

求められております。本町では、病院や診療所の基本情報、介護保険の制度や仕

組み、利用できるサービスの内容や各種支援制度などをせいかつ・あんしんガイ

ドブックやホームページで紹介しております。また、今年度、地域住民を対象と

した講演会の開催を予定しているところでございます。 

最後の８点目は、在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携です。こちら

は共通の情報共有の方法など広域連携が必要な事項につきまして、地域の実情に

応じて検討することが求められております。本町では、斜網地区エリアの歯科医

師会、ケアマネ連絡協議会、病院などで構成されております網走地域多職種連携

チームの構成員となっておりまして、年２回程度開催される会議に参加し、各地

域での課題や取り組みについての情報共有を行ったところでございます。以上、

本町における８つの事業項目の実施状況の説明とさせていただきます。 

◇議  長 塚原総務課参事。 

◇総務課参事 私からは、これまでのいきいき子育て住宅支援制度の交付実績につ

いて御説明させていただきます。平成２８年度につきましては、町内事業者によ

る施工が５件、町外事業者による施工が３件の計８件。平成２９年につきまして

は、町内に事業者４件、町外事業者２件の計６件。平成３０年度につきましては、
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町内事業者２件の町外事業者０件の計２件。本年度につきましては、本日現在で

町内事業者１件の計１件。これまでの合計が計１７件。金額にいたしまして２，

９００万円の補助金を交付させていただいております。なお、制度の施行自体は、

平成２７年７月３１日からでございますが、平成２７年度の申請実績はございま

せん。以上です。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 医療・介護連携推進事業について、新たに質問をさせていただきたい

なと。実施状況８事業の項目については、町長または参事より実施状況をお聞か

せいただきました。その中で改めて質問をさせていただきたいと思います。 

まず１点目でありますが、医療・介護連携推進事業の取り組みの中に説明でも

ありましたが、地域の医療機関、介護事業所の資源の把握と。その項目の中で地

域の医療機関、介護事業所の情報の収集また情報整理し、リストやマップ等の媒

体を用いて情報を共有活用するという項目だったと思いますが、その中で、リス

トは小さな事業所なので把握はできていると説明も受けました。リスト化はでき

ているんだろうなと。ですがマップ等についてはまだできてないのではないかな

とそのように感じております。やはり医療・介護事業所の方との情報共有として

も、マップとか、そういうものを作成したほうがいいのではないかと。あと地域

住民の周知についてもマップ等を用いて、医療、介護事業所の情報機能なども載

せてあげると後々の周知にも使えるように思うんですよね。そのことについて改

めてお聞かせをいただきたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 町で作成しております資料というのは、どちらかというと、独りよが

りになってしまって、担当者が十分分かっている中で、でき上がっている資料と

いうことが往々にしてあろうかと思います。多分御指摘のことでいいますと、医

療施設、介護施設、それぞれリストとしては書かれているのだけれども、ちゃん

と丁寧な説明になっているかというところの御指摘かなと、そのように思います。

私自身も、こういった医療と介護、言えば別の制度からスタートしているもので

すから、その縦割りの表現などもあるのではないかと、そのように感じたところ

もございます。そういった配慮に欠ける部分もあるように感じましたので、御指

摘のマップ、またこの必要性も十分理解できますので、今後この点を踏まえまし

て改善をしてまいりたいと、そのように思います。先ほど言いましたホームペー

ジでありますとか、せいかつ・あんしんガイドブック、これの掲載などについて

も、工夫をさせていただきたいと存じます。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 マップの作成等については、町長が言われたように町独自の使いやす

いもの作っていただきたいなと。あとは医療、介護関係者の方の意見も反映させ

ていただきたいなと、そのことについてはお願いしたいと思います。 

そして、改めて他の項目について、お聞きをしたいと思います。 

８事業あるので、何点か似たようなところもあるので、まとめて質問をさせて



18 

いただきますが、その中で、地域住民への普及啓発という項目があります。その

中で地域住民を対象にしたシンポジウム等の開催、または在宅の看取りについて

の講演会等の開催があります。ですが、現在できていないだろうなと。説明の中

で今年検討したいということもありましたが、そのことについてどうお考えなの

か、改めてお聞かせをいただきたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 シンポジウムにつきましては、今年度開催を予定してございます。で

きるだけ多くの方が参加いただけるよう、今考えておりますのは、先ほど御答弁

で申し上げました網走地域多職種連携チーム、そういった方々に情報提供しなが

ら、そこと共催するような形の方策も、現在、道を探っているところでございま

す。そうしますと、そういった方々からの情報発信によりまして、さらに多くの

方に参加をいただけるのではないかと、そのように考えているところでございま

す。 

また、関係者の情報共有ということもこれ必要なことだと思っておりまして、

町独自の情報を共有する連絡表というものを作成していく、その中で、より多く

の関係者の方に、この事業なり、この取り組みの必要性というものも伝わってい

けばと思ってございます。 

また看取りの関係でありますけども、昨年、保健師がそういった関係の研修会

にも参加をしてきているということであります。本来でありますと、最後を自宅

で迎えたいと希望する方が非常に多いのではないかと思いますけれども、現実は

といいますと、結果的に病院で最期を迎える方の数の方が圧倒的に多いというの

が実態ではないかと思います。在宅での医療でありますとか介護、さらには看取

りを進めるということであればですね、当然、ご家族の理解、また医療機関の理

解や取り組みといったものが不可欠というように思ってございます。現在町内の

医療機関では、急性期病床でありますとか、療養型病床の確保、さらには地域に

根差した診療に務めていただいてございます。さらに訪問診療や往診にも取り組

んでくださっている現状もございます。 

ただ在宅医療に全てを一気に舵を切るということはなかなか難しいことではな

いかと思ってございます。そんな中で、地域の医療機関や介護の機関と今後も協

力しながら、どういう形ができれば、そういうところに大勢の皆さんの希望に沿

うのかということを検討しながら協力して進めてまいりたいと考えているところ

でございます。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 他の項目について改めてお聞きしたいと思います。研修については、

町長より網走地域多職種連携チームの方で在宅の看取りについてなどの研修も保

健師の方が受けているということでありました。その中で改めてお聞きしたいと

思うんですが、地域の関係者の関係構築、人材育成の中の一つの項目で介護職を

対象とした医療関連の研修を行うということがあります。その点については今回

の説明ではまだできていないように、そのように感じております。 
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確かに広域の研修でせっかく保健師の方が勉強して学んでくると。ですがそれ

が周りに広がらなければ、さっき言った在宅の体制、医療・介護の連携について

も、もう少し進めていくには必要ではないかなと。やはり独自で町でそのように、

確かに地域で集まってケア会議月１回やっているということもお聞きをしました。

ですが、せっかく研修を受けて学んだんですから、そういう福祉の現場の方を招

いて研修を行うべきではないかと。実際福祉の現場の方でなかなか日程の調整も

できませんし、ほかの市町村にいって勉強をするっていうのもなかなか難しいこ

とがあります。ですが、ほかの職種の方もスキルアップ、技能をつけていかなけ

れば、よくよく連携と言っても偏ったものになるんではないかと私はそのように

感じております。そのことについてどのようにお考えか改めてお聞きかせくださ

い。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 確かに広域の研修会というものが開催をされておりまして、先ほど保

健師なども参加をしていると御答弁を申し上げました。これらの会議につきまし

ては医療機関や介護機関、医師会に対して案内があったわけでありますので、そ

ういったところから数多くの方々が参加をしていけば、同じ意識に立てるという

こともあるのかもしれませんけれども、議員御指摘のように医療機関、介護機関

いずれも大変多忙な状況もあって、希望した方が全てそういった研修会に参加で

きていたかというと、そうではないような場面も多いのではないかと思ってござ

います。 

現在開催しておりますその連絡会、ケア会議そういったものの中で、研修して

きた者が、例えばフィードバックをして、さらにそういった考え方を、また、い

ろいろな内容を広げていくということも必要でしょうし、さらにその会議の中に

第三者である方々を呼んで、その場を研修会として開催をしていくというような

手法もあるのではないかなと思います。そうしますと、遠く広域の会議に出るば

かりではなく、地元であっても、いろいろな情報を吸収できる、情報交換ができ

る、さらに地域の課題を洗い出していけるということにつながるのではないかと。 

今後は、町民の方々にこういった取り組みを知ってもらうことはもちろんであ

りますけれども、携わっているその従事者の方々、そういった方々の質や量を広

げていくためにも取り組みが必要ではないかと考えてございますので、先ほど言

ったような取り組みから進めて、これらを拡大してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 ぜひ独自のものを作っていただきたいと。また現場の医療・介護関係

者の方とも意見を混ぜ合いながら進めていただければと思います。医療・介護連

携推進事業については、これで質問を終わらせていただきたいと思います。 

続いて、定住団地のことについて、改めて質問をしたいと思います。説明の中

で、私も最初の質問の中で１０区画と平成３０年、間違えました。１２画であり

ました。失礼しました。説明の中で売れ行きは好調なんだなと。実際、残ってい
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るとしても、新しい区画が２区画。そして栄町の方は、最初に造成したところで

すけど２区画残っているということでありました。 

最初の質問のときにも言ったように、移住・定住の方を受け入れる体制として

はやはり定住団地は大きな役目を果たしているんだろうなと私自身は思っており

ます。そのように売れ行きが好調の中で、またそのような方を受け入れる体制の

ためにも、今後造成する考えはあるのか。考えがありましたらどうかお聞かせい

ただきたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 平成１７年の女満別、２７年、３０年の大空町での造成。これらは、

その一昔前に行っていた市街地郊外に農地などの土地を求め、それを宅地化にす

るという手法ではございませんでした。既存の職員住宅や町営住宅などが建って

いたところを解体したあとの町有地ということで、その活用という手法をとらせ

ていただいたわけであります。それはなぜかと申しますと、当然造成に大きな費

用が掛かるということもありますけれども、郊外にまとまった土地を求め続けて

いけば、市街地の中の空洞化というものも起きてしまうということがありますの

で、既存宅地であったものを、さらに別な形での宅地として提供する手法という

ことで取り組んだところでございます。 

そんなことですので、現時点で、そういった団地可能な町有地が十分に見当た

っておりません。当面は市街地に点在しております町有地を区画割りして分譲す

るという方策を考えているところであります。一つの場所に１０区画というよう

なものはございませんけれども、町内に１区画もしくは２区画程度確保できるよ

うな、そういった宅地を幾らか有してございます。今、私どもで把握をしている

だけで、先ほどの売れ残っていると言ったら失礼なんですけども、まだ、分譲し

ていないところ以外に、女満別地区で６区画から７区画程度は確保できそうだと

思っておりますし、東藻琴地区でも７区画程度は確保ができるのではないか。こ

ういったものを、分譲要件を加えながら売却していくということをまずは進めて

みたいと、そのように考えているところでございます。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 町長より定住団地の造成についてお考えを聞かせいただきました。確

かに町長が言われるように市街地に空いた土地を有効活用していただくようにし

ていただきたいなと。また、財政状況もあるのでなかなか難しいこともあるんだ

ろうなと、そのように感じました。定住団地についてはこれで質問を終わらせて

いただきたいと思います。 

続いて最後になりますが、子育て世帯の住宅支援のことについて、改めてお聞

かせをいただきたいと思います。確かに町内の事業所の方で最大２００万円、町

外１００万円と。実施状況は約２，７００万だったと思うんですけど説明の中で

お聞きをしました。掛かった金額と件数が１７件だったと思うんですが、もし間

違ったら申しわけないんですが、その中で、改めてお聞かせをいただきたいと思

うんですが、実際、子育てに特化しなければ、移住・定住だと民間賃貸に最大月
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１万円、３６カ月分、そして住み替え促進２０万円、そして空き家バンクに登録

された中古物件を購入した場合２０万円で改修を１年以内に行った場合３０万円、

３分の１だったと思うんです。 

ですが、その中で子育て特化したものを作っていただきたいなと私はそのよう

に思います。なぜかというと、実際中古物件を購入していただいて、今、リノベ

ーション、改修ですね、改修などをして暮らす人が増えておりますし、そのよう

な流れも流行ってきております。ですが、実際、それだけではなく、町内会の活

性化にもつながると思いますし、空き家対策にも将来的にはつながってくると思

うんですよね。実際、そのようなところに若い人に空き家を買ってもらって入っ

てもらう、そうしたらそれだけではなくて、町内会は、高齢化しておりますから、

そこに若い人が入っていただく。そうしたら地域の活性にもつながると。私はや

はり、もう少し子育てに特化したものに支援をするべきではないかとそのように

感じております。実際、そのようなお考えはないのか、改めてお聞きかせくださ

い。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 確かに子育て世代に特化したものではありませんけれども、平成２０

年度から空き家等への住み替え助成制度というものを創設してございます。これ

は、先ほど言いましたように町なかの空洞化が少しずつ進展してきていると。外

側に、これは町有地に限らず、団地を新しくつくるというよりは、まず町の中の

空洞化をとめる施策を先に講じて定着させていかなければならないと思って取り

組んだところでございます。空き家等の情報台帳に登録されている住宅を借り受

けたり、または購入して住み替えた方々に対して、購入した場合については２分

の１の相当額上限２０万円、また１年以内に改修をした場合については２分の１、

さらに上限３０万円、最大で５０万円の助成金となる制度を作ってございます。 

また、総合戦略の中で、民間の賃貸住宅に町外から来られて住まわれた方々、

ある一定の期間、月額１万円を助成するということで、定住や移住を促進してき

ているところでございます。 

御指摘をいただいた制度というものは、子育て世代にとっては移住していただ

くための一つの要件と言いましょうか、ポイントになるものと思ってございます。

また、地域の活性化に繋がるという点でも同様かと、御指摘のとおりかと思って

おります。新しい団地を造りますと、当然同じような年代の方がそこに住まわれ

るのは当然で、一緒に御高齢化していくということになりますので、移られたと

きには近所で子どもたちの声がたくさん聞こえる団地であっても、そこから１０

年、２０年と経過していく中で、全体の皆さん方が御高齢化してしまう。新たな

御家庭を誘致していかなければ、地域の町内会としての活性化というところも遠

のいてしまうように思います。また、住まわれなくなってしまうところが放置と

いましょうか、続いてしまいますと、空き家ということでまた別な側面での課題

も出てくるということになってございますので、確かに町中にそういう住まわれ

なくなった住宅を上手に次の世代の方々に提供していくという方策があっても、
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確かにいいのではないかなと、そのように考えてございます。 

今年が総合戦略の見直し年になります。今までも、先ほど言った制度などは総

合戦略の位置づけで推進をしてきているわけでありますけれども、御指摘の関係

についても、今回、その総合戦略を見直す中で、加えて考えてみたい、そのよう

に思うところでございます。確かに、実際に新しく建てはしないけれども、中古

物件を買われて、住まわれているという若い世代の方々、いらっしゃるわけであ

りますので、そこを促進させるということも一つの手だてではないかと、そのよ

うに感じるところでございます。十分意を受けて、それらの効果が出るような施

策に結びつけていきたいと思います。 

◇議  長 ３番、上地議員。 

◇上地議員 ぜひ、子育てに特化したというか、注目して支援をしていただきたい

なと。実際に町長が言われたように前向きに考えていただけると、総合計画の見

直しもあるということなので、ぜひ検討していただきたいなと。 

実際、空き家が、長年放置されれば、せっかくいい家も最終的には解体補助最

大５０万円の助成ですけど、そのような支出も出てきます。将来的に見通しを考

えたら、やはりそのような助成をしていただきたいなと。そのようにお願い申し

上げたいなと。せっかく子育て関連の施策もうまくいっている中で、近隣の市町

村の中でも私たちの町はしているほうだと思います。ですが、せっかくですけど、

住宅に住んでもらう、町に住んでもらわなければ、そのようなすばらしい施策も

無駄になってしまいます。ですから、是非検討していただきたいなと思います。

以上で終わります。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 今後、総合戦略の見直しの中で、御指摘の発案について検討させてい

ただきたいと思います。その時々において、また御指導いただきますようにお願

いを申し上げたいと存じます。 

◇議  長 これにて上地史隆議員の一般質問を終了します。次に２番、三條幸夫

議員の一般質問を許します。２番、三條議員。 

◇三條議員 令和元年度第２回大空町定例会において、通告書により一般質問させ

ていただきます。 

最初に網走湖の浄化対策と内水面漁業の現状と課題についてお尋ねします。 

第１点として、過去数年にわたって国による網走湖の浄化対策等が行われてき

ました。成果と評価等について、お知らせいただきたいのと、今の現況、それか

ら、今後の取り組みについて。 

第２点目として、網走湖での内水面漁業の現状と課題について。 

第３点目として、船着き場の整備など、漁業、観光面で湖の活用を拡大すべき

と思いますが、いかようにお考えか。 

２項目目、女満別小学校から児童館までのアクセス道路の整備についてお伺い

します。 

１点目として、現在の女満別小学校から児童館まで、大正橋を渡り、運動公園
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線の除雪センター横から児童館に移動している状況をどう認識されているかお尋

ねします。 

２点目として、女満別小学校横、昭和中央線と児童館前、中央１２線東線を直

線で結ぶなどの道路を整備し、児童が少しでも短時間で小学校から児童館に移動

できるよう、アクセス道路等の環境整備が必要ではないかと考えていますが、い

かように考えているかお尋ねします。 

３項目目、公金の資産運用についてお尋ねします。債券購入によるリスクと責

任についてでありますが、近年、定期預金金利の低迷で国債債券市場の人気が高

く推移していることから、運用益が見込める債権に移行されていることと思いま

すが、一歩、判断を間違えると莫大な損失を被ることもないと言えません。 

どれだけの職員が関わって公金の債権化に取り組む判断をされているのか。も

しもの時の責任の所在はどうなっているのか。以上、３項目について、町長にお

尋ねします。 

４項目目、図書館の現状と課題についてお尋ねします。 

１点として、貸し出しの状況と防犯対策等の課題についてですが、最近は少子

化ですとか、インターネット等の普及によって、図書館に足を運ばない人が増え

ているのかなというふうにはいろいろと想像しているんですけれども、最近の両

図書館の利用の状況、実態はどうなっているのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

また、これから両地区に観光客、外国からの観光客等含めてですね、多くの方

が出入りする時期になってきておりますけれども、そういう施設での防犯対策は

どうされているのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

２点目として、図書館利用者の情報の取り扱いについてお尋ねします。図書館

の利用者情報の提供の仕方で、警察から任意の捜査協力で利用者情報を求められ

たら提供する、提供しないという判断が道内の公立図書館で分かれている、そう

いうふうにマスコミ等で報道されております。指定管理者も含めて、大空町とし

てはどういう対応をされているのか。以上について教育長にお尋ねします。１回

目の質問といたします。 

◇議  長 山下町長。 

◇町  長 三條議員に御答弁を申し上げます。国における網走湖の浄化対策につ

きましては、青潮、アオコの発生を抑制し、水質改善を図るため、昭和６２に網

走湖水質保全検討委員会、平成２年に網走湖水質保全対策検討委員会で検討され、

平成５年から水環境整備事業が行われております。平成１６年には北海道が事務

局となっております網走湖環境保全対策推進協議会において、網走川水系網走川

水環境改善緊急行動計画が策定され、総合的な水質改善施策を国と北海道、流域

市町が連携して実施することとなりました。この計画は平成２９年度を目標年次

とし、青潮発生の抑制、アオコ発生頻度の低減、湖内閉鎖性水域の水質改善を図

るため、呼人浦と女満別湾での浚渫工事、水草の刈り取り、塩淡境界層を降下、

安定させるための大曲堰の設置などを進めてきたところでございます。 
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現在は、国において、毎年モニタリング調査が行われております。水環境の改

善目標については、完璧とは言いませんけれども、おおむね達成している状況に

ございます。浚渫土が出ましたけれども、これらにつきましては、土壌改良し、

農地へ客土として還元したり、河川事業に活用されている状況にございます。今

後でありますが、国ではモニタリング調査を継続し、水環境の状況を把握すると

ともに、検討会において事業効果の評価などを行うということになってございま

す。また、国が事務局となり設置しております網走川流域における新たな検討の

場におきまして、農地崩落や土砂流出、環境保全に対し、流域全体の対策として

取り組みがまとめられてございます。その点からも取り組まれていくものと存じ

ているところであります。 

二つ目であります。網走湖の漁業はワカサギやシジミ、シラウオ、エビなどで

ございます。また、女満別地区の漁獲戸数は１１戸ということでございますが、

漁獲高などについては、後ほど担当から説明をさせます。 

近年、ワカサギが豊漁で推移しているものの、昨年の７月豪雨の影響によりま

して流木等の流入があり、シラウオ漁は昨年休漁となりました。さらに湖内の塩

分濃度の低下によりまして２年続けてシジミの産卵が確認されていないという状

況になってございます。 

西網走漁業協同組合におきましては、この事態を踏まえまして、関係機関と連

携をし、網走湖シジミの生産安定化対策を講じていくこととしております。また、

網走市の水産振興協議会の下部組織であります西網走漁協、網走漁協、東京農大、

北見工大、網走水産試験場、網走開発建設部、網走市、大空町で構成をいたしま

すヤマトシジミ資源対策検討会で調査研究を行っているところでございます。検

討会の中では早急な対応として、塩分濃度の上昇が必要、もう一方、中長期的に

は、シジミの公的生息環境の再生、修復、保全などが重要であると認識をいたし

まして、調査研究を行っていくこととしてございます。町も課題解決に向けまし

て、関係機関や団体と連携し、対策や要請を講じてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

三つ目の船着き場等の整備など、漁業、さらには観光面での活用でございます。

船着き場等の整備につきましては、旧女満別町時代の総合計画におきまして、船

着き場等、マリーナ施設の建設を国に要望していくことを施策として掲げており

ました。現在の総合計画では盛り込まれておりません。これは、呼人に漁港が整

備されたということが要因であると感じております。 

今後でございますが、現在、河川防災ステーションの整備につきまして進めて

いるところでございます。非常時はもちろんでありますけども、平常時について

は、町として、さまざまな活用を考えていかなければなりません。また、アウト

ドア関連企業との包括連携協定の締結をこの週末予定してございます。こういっ

た中で、湖を活用した体験型観光の開発などの議論を進めていかなければならな

いと感じているところでございます。そういった中で、この問題については検討

していきたいと考えているところでございますので、関係者の皆様の御協力と御
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指導を賜りますようにお願い申し上げたいと存じます。 

続きまして、道路の関係でございます。女満別小学校と児童センターの移動経

路は、大正橋西線を下りまして、福住女満別線を横断し、大正橋東線を上り、運

動公園線に入り、センターへ向かうというのが通常の経路でございます。距離を

図面上で計測してみますと約８００メートルということでございました。 

児童センターの整備以後、歩道の拡幅でありますとか、照明の設置、横断歩道

の設置、また転落防止柵の設置などを行ってまいりました。また、児童センター

に向かうというだけではなくて、この道路というのは、市街地からの通学路とな

っている部分もございます。 

御提案をいただきました線形につきましては、女満別小学校横の昭和中央線か

ら中央１２線東線とを結ぶということで、これは都市計画道路の線形とほぼ一致

するものでございます。整備をするとした場合については、都市計画に沿った整

備になるものかと、そのように思ってございます。しかし、現状この新しい道路

の整備については、私は優先順位としては低いと考えておりまして、またそうい

ったことから、積極的な課題解決や調査にも至っていない状況にございます。当

面、現在の路線を維持し、安全な歩行空間をしっかりと確保していくという中で

対応してまいりたいと考えているところでございます。 

次に公金の関係でありますが、公金、公のお金は歳計現金、そして歳入歳出外

現金、基金という三つの種類がございますが、今回は運用の点について御質問で

ございましたので、基金について御説明をさせていただきたいと思います。 

大空町では現在、奨学基金を除きまして、１２の基金を有してございます。法

的な基金の位置づけ等については、後ほど担当から説明をさせたいと思います。 

御指摘のとおり、日本銀行が平成２８年に導入いたしましたマイナス金利政策

によりまして、市場金利は低い水準で推移しており、いかに効率的な基金運用を

行うか苦慮している状況でございます。このことから、安全性の高い国債証券、

地方債証券、政府保証債の中から一定の利回りが見込めます２０年利付国債、地

方公共団体金融機構２０年債を減債基金にて購入をいたしまして、平成２９年度

から債券運用を開始したところでございます。このことにつきましては、平成３

０年２月の総務厚生常任委員会において報告をさせていただいたところでありま

す。 

さらに昨年度、北海道５年債、地方公共団体金融機構１０年債を地域振興基金

にて購入をいたしました。購入した債権は満期まで保有するということを想定し

ておりますけれども、国内市場における国債等の人気が高いということから、一

旦現金化し、売却益を予算化することも必要と判断をいたしまして、２９年度に

購入した国債等について、４月１２日に売却をし、売却益を本定例会に補正予算

として上程させていただいているところでございます。 

また、これらのリスクと責任について、御質問がございました。地方自治法で

は、会計管理者の職務として現金、有価証券等の財産の出納及び保管などが定め

られております。また、町長の責務として会計管理者を監督しなければならない
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とされております。さらに、町の財務規則では、基金を運用しようとするとき、

基金を処分しようとするとき、これは町長の決裁、決定を受けなければならない

とされてございます。当然ながら責任は町長である私が負うことになるわけでご

ざいます。 

債権は満期まで保有することによって、額面が保障されますので、莫大な損失

ということは考えにくいわけでありますが、満期前の売買については、株式と同

様、市場価格による時価売買となります。そんなことから、債権は満期保有を原

則としておりますけれども、ひょっとして債権化した基金を取り崩さなければな

らないといった場合などには、市場価格が額面を下回るということも時にはござ

います。その対応として、債権を売却することはせず、他の余裕のある基金に移

し替えて対応するなどのリスク回避する方法もあろうかと思っているところであ

ります。 

いずれにいたしましても関係法令や規定運用方針等を踏まえ、確実かつ有利な

方法で運用をしていると考えてございます。ぜひ御理解をいただきたいと存じま

す。以上、私からは、３点の御答弁とさせていただきます。 

◇議  長 渡邊教育長。 

◇教育長 三條議員からの一般質問のうち、４番目の質問事項であります。図書館

の現状と課題について、御答弁を申し上げます。 

最初に図書の貸し出し状況と防犯対策等の課題について、お答えを申し上げま

す。大空町には女満別図書館及び東藻琴図書館の二つの町立図書館がありますが、

１２年前となります平成１９年度からは、民間活力を活かした図書館運営や読書

活動の一層の充実を図るため、指定管理者制度を導入し、現在に至っております。

町では、昨年３月、大空町図書館第３期５カ年計画及び第３次大空町子どもの読

書活動推進計画を策定いたしました。その目的とするところの人をつなぎ暮らし

に役立つ図書館を目指して、指定管理者であります大空町青少年育成協会と緊密

な連携のもと、各種図書館サービスを展開するとともに、移動図書館車の運行や

町内学校への図書館司書の巡回配置など読書活動の推進に精力的に取り組んでい

るところでございます。 

御質問のありました町立図書館における図書の貸し出し状況でありますが、平

成２９年度と３０年度の貸し出し冊数を申し上げたいと存じます。女満別図書館

であります。平成２９年度は３万４，１７０冊。平成３０年度は３万３，９５２

冊。対前年比０．６％の減となってございます。東藻琴図書館でありますが、平

成２９年度は２万１，１９３冊、平成３０年度は２万１，６３６冊ということで

２．１％の増となってございます。女満別図書館、東藻琴図書館合わせますと平

成２９年度は５万５，３６３冊、平成３０年度は５万５，５８８冊で対前年比０ .

４％の増加となっております。本町においても人口の減少に伴い、図書館利用者

には減少傾向が見られますが、図書館利用者に対する意向調査の実施や利用者ニ

ーズを踏まえた蔵書の更新、図書館司書の学校配置による児童生徒の読書活動の

活発化、さらには魅力ある図書館自主活動の取り組みなどにより、貸し出し冊数
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はわずかながら増加したものと分析しているところでございます。今後も町民の

皆様が利用しやすくて喜んでいただける図書館運営に努めてまいりたいと考えて

おります。 

次に防犯対策についてでございますが、近年国内では、人が集まる場所におい

て凶悪な事件や悲惨な事故等が発生しております。公立図書館は、町民の皆様の

御利用はもとより、町外からの不特定多数の方が自由に利用できる施設となって

おりまして、その点が他の公共施設と管理面で大きく違っているところであると、

そのように認識をしてございます。そのため、防犯対策は図書館利用者を初め、

職員の身を守る上で大変重要な事項であり、万全を期す必要があるものと受けと

めております。 

女満別図書館はＪＲ女満別駅と併設された複合施設であり、建物への出入口は

正面、駅のホーム側及び２階の跨線橋側の３カ所から駅の待合場を兼ねたロビー

に入り、ロビーから図書館に入ることとなっております。また、東藻琴図書館は

生涯学習センター内に併設されており、出入口は正面玄関１カ所となっておりま

す。女満別図書館の開館時間は午前１０時から午後８時まで、東藻琴図書館は午

前１０時から午後６時までとなっておりますが、いずれの時間帯においても、職

員は最低２人体制を確保しているところでございます。 

防犯対策として女満別図書館では、図書館内と図書館入口に防犯カメラ９台と

監視モニターを設置し、入館者の状況を常時把握しながら、不測の事態に備えて

いるところでございます。一方、東藻琴図書館は過去に駐車場において、車上狙

いによる盗難事件が発生したことなどもあり、現在駐車場には防犯カメラを設置

しておりますが、生涯学習センター内には防犯カメラは設置されていないのが現

状でございます。防犯上や犯罪抑止の観点からも、東藻琴図書館への防犯カメラ

の設置を年度内に進めてまいりたいと、そのように考えてございます。 

次に図書館利用者の情報の取り扱いについてでございますが、大空町が保有す

る個人情報につきましては、平成１７年４月に施行された個人情報の保護に関す

る法律に基づき、大空町においても個人情報保護条例が制定され、個人情報の管

理については、法律や条例に基づき厳密に保護されているところでございます。

また、教育委員会が所管する多くの施設は指定管理者によって管理されていると

ころでありますけれども、個人情報の取り扱いについては、町と指定管理者が締

結する基本協定書において、法律及び条例に基づき厳密に取り扱うよう取り決め

がなされており、個人情報の提供に当たりましても、教育委員会が慎重かつ適切

に判断することとしております。 

御質問のありました警察捜査に関わる協力依頼については、これまで町内の図

書館では１件もございませんでした。今後の捜査機関からの照会、特に捜査関係

事項照会への対応につきましては、個人情報の保護に関する法律及びそのガイド

ラインに基づき適切に対応してまいりたいと考えております。個人情報の保護に

関する法律に係るガイドラインでは、法令に基づく場合、本人の同意がなくても

個人情報を利用目的外に提供できることとされております。警察の捜査関係事項
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照会については、刑事訴訟法に基づくものであり、捜査関係事項照会を受けた場

合、捜査に必要な情報については、提供、協力すべきものであると教育委員会で

は判断しているところでございます。 

ただし、現在、大空町が使用しております図書館システムにおいては、個人の

読書履歴など要配慮個人情報に該当するような情報については、記録、保存され

ていないという状況でありますので、仮に提供するという場合であっても、ごく

一般的な事項となるものと思っているところでございます。 

いずれにいたしましても、個人情報につきましては、基本的に保護されるべき

重要な情報であり、その取り扱いについては、法律や条例の規定に基づき慎重に

対応してまいりたいと考えております。以上、三條議員への御答弁とさせていた

だきます。 

◇議  長 藤田産業課長。 

◇産業課長 三條議員の網走湖の浄化対策と内水面漁業の現状と課題等に関わりま

す質問の２点目であります網走湖での漁獲量について、私から御答弁させていた

だきます。 

網走湖の内水面漁業ではワカサギやシジミ、シラウオ、エビなどの漁が行われ

ており、漁獲量はここ５年間の平均でワカサギが１２７．２トン、シジミが７６

９．８トン、シラウオが９．８トン、エビが１０．１トンという状況になってお

ります。また３０年度は、ワカサギが１４９．１トン、シジミが７３９．２トン、

シラウオは漁獲なし、エビが２．６トンという状況でございます。漁獲量につき

ましては以上の状況となっておりますので、御答弁とさせていただきます。 

◇議  長 平田会計管理者。 

◇会計管理者 ３項目目の公金の資産運用についての御質問の基金に関する根拠法

令等につきまして御答弁を申し上げます。 

地方自治法第２４１条第２項には、基金は条例で定める特定の目的に応じ及び

確実かつ効率的に運用しなければならない。また、地方財政法第４条の３第３項

には、銀行その他の金融機関への預金、国債証券、地方債証券、元本の償還及び

利息の支払いについて、政府が保証する政府保証債権、その他の証券の買い入れ

等の確実な方法によって運用しなければならないと規定されているところでござ

います。 

これらの法律の規定等を受けまして、大空町財務規則第１７５条第１項では、

会計管理者が指定金融機関その他の確実な金融機関への預金、その他の最も確実

なかつ有利な方法によって保管するものとすると規定され、さらに公金の管理運

用を行うための資金管理及び資金運用の基準といたしまして、大空町資金管理及

び運用規定が別に定められており、同規定の第５条第３項には、資金運用は定期

預金または大口定期預金とする。ただし、利回りの比較、期間、金額等の点で他

の金融商品が運用上有利と判断される場合は債権で運用ができるものとする。同

規定第４項、債券運用を行う場合は、大空町債券運用指針を遵守すると規定され

ているところでございます。この大空町債券運用指針では運用リスクを最小限に
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抑えるため、購入する債権は国債等の元本償還が確実な債権とする。また、債権

の購入に際し、価格変動リスクへの対応として、償還期間まで保有することを前

提にした債券購入を原則とすると規定されているところでございます。 

これら基金に関する根拠法令等を踏まえ、貴重な財源の確保に向けて取り組ん

でいるところでございます。以上、御答弁とさせていただきます。 

◇議  長 三條議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩といたします。

再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午前０時０６分） 

（再開 午前１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。暑い方は上着を脱いで結構です。

日程第５、三條幸夫議員の一般質問を続けます。２番、三條議員。 

◇三條議員 ２番。網走湖の浄化対策について再度お尋ねします。網走湖の浚渫が

行われて、それ以後の評価等も含めて先ほど御説明いただきました。国が実施す

る事業に町も土地を提供といいますか貸付けて、その浄化対策事業の推進を図っ

てきたところでございます。先ほどの浚渫土は畑の方で利用というふうな説明も

ございましたけれども、一つは、当時貸し付けしていた町有地、開発に貸し付け

をしていた町有地が２カ所程度あると思いますけれども、そこの状況はどうなっ

ているのか。浚渫土をそのまま置かれているのか、それとも整理されているのか。

その点について。 

それから、先ほど町長から畑で利用されている旨の答弁がされたんですけれど

も、浚渫土は非常に粒子が細くて、畑としての利用に問題があるということを当

時言われていました。その後、改善されて、畑の方に還元できるというふうにな

ったとすれば、どういうふうな土壌改良をして、畑に利用できるようになったの

か、その辺、分かるのであればちょっと教えていただきたいと思います。 

いずれにしても、いろんな取り組みをされているのは、先ほど分かりました。

ただ意外と取り組みをされているんですけど見えないんですね。見えないという

のは、網走湖に浚渫船が入って汚泥の除去をしているとか、草の刈り取りをして

いるとか、いろんなことがずっと続けられてきていて、網走湖は良くなっていく

んだなと私ども期待をしていたんですけども、どっかの段階でぴたっと止まって、

その浚渫も行われていなければ草刈りも行われていないと。各機関が入って対策

を講じているお話も先ほどございましたけれども、網走湖は大空町にとっても貴

重な資源であると思いますから、町長を筆頭に、逆に網走漁協から言ってくるん

ではなくて大空町の方から漁協とか網走市を動かして、国にもっと積極的に働き

かけるようなことができないものか、再度、御答弁をお願いします。 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

（休憩 午前１時０３分） 
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（再開 午前１時０５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。町長。 

 

◇町  長 現在、通称山下岬と言われているところ、またトマップ川河口口、２

カ所、旧来国にお貸しをして浚渫土の堆積場所として活用されておりましたけれ

ども、現在は、トマップ川については、もう貸し付けをしていないという状況で

ございます。また、山下岬側につきましては、当然浚渫を行っておりませんので

現在の搬入はありませんけれども、まだ土砂の堆積があるということで貸し付け

をしている状況にございます。 

土については、粒子が細かいということで、いろいろな研究機関の中で研究を

していただいて、土壌改良材を用いて畑などに還元しているということでありま

すけれども、この窓口については開発建設部が行っております。そんなことから

具体的な数量、搬入先だとかについては把握している状況にございませんけれど

も、私どもで把握している中では、町内には、そういったものは希望者がいなか

ったということで搬入していないように思っているところでございます。 

網走湖につきましては、約３分の１程度が大空町の行政区域に属するものかと

思っております。先日も与党の国会議員、北海道選出の国会議員の方がいらっし

ゃいましたけれども、私からも網走湖の状況の説明でありますとか、先ほど言っ

た課題などについても御説明を申し上げて、要請をしたところでございます。そ

んな中で、その網走湖の重要性またその自然の恵みのある湖が網走湖と大空町に

関わっているということについても、認識をいただけたところかと思っておりま

す。いろいろな場面でいろいろな形でいろいろな方法で国などに要請していく方

向については適宜とらせていただいております。今後も、町独自で要請をする場

面もあろうかと思いますけれども、基本的には、関係団体、道、市、町そういっ

たところとあわせて要請活動をしていく、また取り組みを進めていくということ

がいいのではないかと考えているところでございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 説明で分かりました。浚渫をしたこと、それから水草を刈り続けたこ

とで今、水草がほぼ無いと言うようなことをお聞きしました。それなりの効果が

あったのかなというように思います。これなかなか各関係機関、私も経験あるの

ですけれども、集まっていろいろ協議、議論するんですけども、一歩そこから踏

み出すというのはなかなか難しいのかなという気がするんですけども、どこかの

首長が先頭切って走らないと、物って動かないときもありますので、ぜひ町長先

頭に立って網走湖を綺麗にする。そういったことで取り組んでいただきたいなと

思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 御期待をいただきますけれども、私はやらないという意味ではないで

すけども、こういった問題は今までもいろいろ要請をしてきておりますけれども、
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地域が一丸となって要請するということが一番効果的であるなと、経験上そのよ

うに感じております。スタンドプレーっていうふうに、もしとられてしまいます

と地域は同じ方向を向いて要請しているのかと、考え方を持っているのかという

ふうにとられがちでございます。そういうところは十分配慮しなければならない

ものと、そのように感じております。 

ただ、地元でいろんな意見交換などをするとき、そういうときには遠慮する必

要はないと思っておりますので、町の立場でありますとか、私どもの町民の方が

関わっている大切な湖の浄化などについてはしっかりと発言をしていくものと、

そのように考えて行動いたしております。大切な湖を今後も将来的にいろんな形

で活用していくという思いに立って努力をしてまいりたいと思ってございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 ２番目の網走湖の内水面の現状等について、先ほど説明をいただきま

したけれども、今現在１１戸の漁師さんがおられて、漁獲量は先ほどお聞きした

んですけども、網走湖全体どれぐらいの漁獲額があるのか教えてほしいのと、も

う一つは後継者問題、漁業やっている方の後継者がいない旨聞いたことはありま

すけれども、その辺はどうなっているのか、もし把握しているのであれば教えて

いただきたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 網走湖全体の漁獲高については、今担当が調べておりますので間に合

えば、御報告をさせていただきたいと思います。 

先ほど私、女満別町地区の漁家方々１１戸と御答弁を申し上げました。今時点

で６０歳以上になっていらっしゃって、明確に後継をされる方がいらっしゃらな

いと言われておりますのが３戸ございます。どこでどういう状況変化があるか分

かりませんけれども、今の押さえとしては、そういう状況であるということのよ

うでございます。 

◇議  長 産業課長。 

◇産業課長 網走湖の漁獲高ということでの御質問でございますが、西網走漁業協

同組合の総会の資料をただいま持っておりますけども、網走湖の漁獲高ではなく

て、西網走漁協全体の漁獲高ということで出ておりますので、大変申しわけない

ですが、それを御説明させていただきたいと思います。平成３０年度の取扱高と

いうことで、１９億１，３２０万８，７５３円というような取扱高となってござ

います。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 できれば詳細は後ほどちょっと詳しく教えていただければと思います。 

３番目の船着き場の整備の云々とお話をさせていただいたんですけれども、先

ほど町長からも防災センターの整備に併せてというお話もありました。網走湖で

は以前、漁船が事故に遭っているケースが何件かございます。そのときに船着き

場があったら助かったのになんてことを聞いたこともあったものですから、先ほ

ど御答弁にあったように、西網走漁協で呼人の所に船着き場を整備するというよ
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うなことがあって、女満別地区の方は余り声を出さないでくれと言われたような

ことを聞いたことありますけども、整備が終わって数年というかもう１０数年経

っているわけですから、船着き場が良いのかどうか分かりませんけども、何か今

も一生懸命、観光協会を初めいろんな団体がいろんな取り組みをしていただいて

います。きっともって、まだいろんな思いは皆さんの中にあるんだろうなと思い

ますけれども、是非、今現状でいろんな取り組みをされていることプラス、季節

限定で湖を利用されるということでなくて、もうちょっとロングランに利用され

ることでホテルへの宿泊客が増えるとか、いろんなことの効果もあると思います

ので、観光面、それから安全面、網走湖は御存じのように、上流から流れてくる

川の調整池として調整機能を持っているわけですけれども、プラスやはり大空の

女満別地区としては、そういうもっと今も利用して頂くけど更に利用していただ

けるような工夫をすることが大事かなというふうに思いますので、もう一度その

辺の思いを聞かせていただければありがたいなと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 網走湖につきましては、非常に遠浅の状態が続いております。本当か

どうか確かめたわけではないですけれども、１００メートルで１メートルぐらい

水深がというようなことなので、かなりなだらかな砂浜状態というふうに感じて

おります。そんな中で、船着き場っていうか船が発着するような、そういう施設

を上手に建設することができるのかというような、その工法的な課題もあるので

はないかと思っております。 

そういったことを含めて、今後、先ほど言いました河川防災ステーション、湖

畔地区に建設を考えて、国と調整をしておりますので、その中でどういった、そ

の使われ方、平常時するのかと、それを真剣に考えていかなければならないと思

っております。湖だけではなくて、湖の周辺の林地帯なども含めて、いろいろな

活用方法があるのではないかと思っております。 

私は思っております網走湖というのは、非常に市街地区に近いところにあって、

他ではない湖の形態ではないかと、そのように考えております。ですので、当然、

治水という意味合いでの網走湖の役割もありますし、また水産業という役割もあ

ろうかと思います。さらに市街地に近いということで、観光面でのその活用とい

う意味合いもあるのではないか、こういったそれぞれの要素を伸ばしていくこと、

これが地域にとっても大切なことだと思っております。そういう視点を常に持ち

ながら、こことの関わり方、また整備の仕方というんでしょうか、そういうもの

を考えてまいりたいと思っております。具体的には、先ほど申し上げましたとお

り、アウトドア関連企業との包括連携協定なども結ぶ予定でおりますし、河川防

災ステーションの整備、平常時の活用という課題も抱えておりますので、その中

で、しっかりと議論をしてまいりたいと考えているところでございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 朝、湖に行くと漁船が点々とあちこちにまとめられているのは、現状

としては皆さんも目にされていると思うんですけれども、そういったことを含め
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て、町長が答弁したように、いろんな形で検討していただければ、それでいいの

かなと思います。 

それでは、２点目の女満別小学校から児童館までのアクセス道路の整備につい

て再度お尋ねします。先ほど町長から答弁をいただいたんですけれども、想定し

たとおりの答弁でした。なぜなら児童館が建てられて１０数年経っています。当

然そういう認識をお持ちであれば、この課題は整理されていたんではないかと私

は思います。 

本来児童館は学校のそばにあるのが望ましい、これは誰しも思うことでござい

ます。だからといって現在建てているところをどうのこうのということではなく

て、現実問題として、こういうふうに位置づけられているわけですから、この課

題をどうやって整理してあげるかということかなというふうに思います。道路が

正解かどうか私は分かりませんけれども、子どもさんが、これから秋から冬にか

けて、雨降り、暗い中、とぼとぼと歩いている姿を目にしたときに、果たしてこ

れで本当にいいんだろうか。お父さん、お母さんはですね、子どもの学校が終わ

って児童館までの行く間、非常に心配されているのは事実だと思います。こうい

った課題をやはり見て、行政として何ができるのかということを真剣に考えてい

かないと、今、あちこちでいろんな事故が起きていますし、少なくとも学校を出

てから短時間で児童館に着けると、届くというふうなことが、何か妙案があるの

であれば逆に提案していただきたいというふうに思っております。 

認定こども園がこれで整備されて、小学校、それから認定こども園と、スクー

ルゾーンがあって、キッズゾーンがあってというふうなことで考えたときに、何

らかの形の整備をしなければいけないだろうと私は認識していますが、その辺の

ことについて、再度町長の御答弁を求めます。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 あそこに児童センターが整備されて、十数年経とうかと思います。直

接、その向かう道路というのは、私の記憶では、正式な議論だったかどうか分か

りませんけれども、建設当初から、あったらいいねというような意見があったよ

うに思ってございます。 

しかし、現実なかなか整備には至ってまいりませんでした。先ほど申し上げま

したように大正橋西線、東線、歩道の拡幅を行ってまいりました。また、トマッ

プ川に近いということで転落防止柵の設置も行ったところでございます。さらに

大正橋西線を渡るにあたって横断歩道もなかったという中で、いろいろ道路診断

をしていただきながら、難しいというところを克服して横断歩道も設置をさせて

いただくと、さらにトマップ川公園線についても、歩道の幅で樹木を取り払って、

しっかりと拡幅するという取り組みもさせていただきました。その他町道大正橋

西線の法面なども樹木が生い茂って暗いというような、危険ではないかというよ

うなお話もいただき、適宜伐採、枝打ちなどをさせていただいておりますし、暗

いという御指摘もありましたので照明設備なども充実をさせていただいたという

ことで、決して怠ってきたわけではなく、今までもさまざまな対策を講じさせて
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きていただいたところであります。 

そんな中で、今、新道までというところには私の考え方では至らないという御

答弁でございます。申しわけありませんが、それ以上の、今の具体的な提案とい

うものはございませんけれども、今ある道路の環境などについて、これからも意

を払いながら、安全で安心して通園、また、通学できる道路形態というもので考

えてまいりたいと、そのように思っているところでございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 いろいろやっていただいていることは見えておりますけれども、ただ、

今、お話しされたことに代わる代案、安全に短時間で児童館に到達する方法をぜ

ひ検討していただきたいなと思います。どうやって安全に学校を出てから、児童

館に届くというふうなことを皆さんでぜひシミュレーションしていただきながら、

できないということではなくて、できないということはないと思いますので、ぜ

ひ前向きにいろんなことを、子どもさんのことですから、検討していただければ

と思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 検討してこなかったわけでもありませんし、今後検討しないというわ

けでもございませんけれども、現在の道路というところを、安全に使っていくた

めには、どうしたらいいかと私はそこのところで考えてまいりたいと思ってござ

います。 

短時間でということになりますと、どうしても現在よりも、短い路線というこ

とになって、結果的に新しい道路ということになろうかと思いますけれども、私

自身は、そのことを今現在考えてございません。現況の道路の中でどのように、

安全を確認しながら、児童センターに向えるかというところでいろいろな御発案

をいただければ、私どもそれに向けて努力をしてまいりたいと、そのように思っ

てございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 道路の関係は水かけ論になってしまいますから、終わりたいと思いま

す。 

３項目目の公金の試算運用について再度お尋ねします。公金の安全性を確保し

つつ効率的な資金運用に努めることが求められている以上、債券購入はやむを得

ないとないというふうに思われますけれども、複数の職員で債権の仕組みを理解

しているのか、複数の職員で再建の仕組みを共有して株式市場の動向ですとか、

債券の購入、売り払いのタイミングなどを含めてしっかりと責任を持って公金を

運用していただきたい。 

また、運用のメインはやはり指定金融機関だというふうに思うんですけれども、

割合と一定のルールを定めて運用すべきと思いますが、いかがでしょうか。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 御心配の向きは、結果として担当しているのが会計管理者、出納課長、

またあの部屋にいる職員のところでしか検討されていないのではないかとかそう
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いうご不安の部分かと思います。このことについては取り扱うにあたりまして、

庁議でもその考え方などについて、協議もいたしております。その内容などにつ

いて常任委員会でも説明をさせていただいております。また担当課とはいいなが

ら、先ほど言いましたように、町長の決裁なども当然、受けて実施をしていると

ころでございます。そんな中で、最終的に当然のことでありますけれども、私の

責任において実施をしているということでございます。 

ただ、ほかの取り組んでいる市町村などでは、公金の運用検討会議というよう

なものを庁内に設置をいたしまして、もう少し広い範囲の中から意見交換を行っ

て運用、例えば一時借入金の借り入れでありますとか、基金の運用など、そうい

ったところも含めて検討を行って進めているという団体もあるようでございます。

そういったものもひとつ参考になるのかというふうには思いますけれども、それ

とても結果的には私の責任も免れるべきものではございませんで、担当職員が複

数関わったということになりまして、結果として、その担当者間における責任の

その気持ちの持ち用というものが分散されるということにすぎないのではないか

なというふうに感じてもおります。ですので御心配の向きをなかなかこう、今す

ぐに払拭をして取り組むというのはなかなか難しいなと、そのように感じている

ところでございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 はい、２番。心配に思うのは、やはり管内で実際に債券運用している

のは大空町の他にもう１カ所というふうにお聞きしております。それなりに行政

側としてはリスクを心配して、そういった利用をしていないのかなというふうに

私は感じているんですけども、やはり、責任を分散してどうのこうの、町長が責

任を取ればいいというような問題ではないと思うんです。やはり、資産運用の仕

組みを複数の職員、財政課長ですとか総務課長とか複数の職員が入って、今町長

の方から話があった公金の運用のそういうための組織を作って検討するとか、そ

れがいいのかどうか分かりません。 

いずれにしても今の公金、基金の金額は大きいですから、それだけ慎重に資産

運用していただきたいということでございますので、再度答弁お願いします。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 先ほどの答弁では、先ほどっていうのは前の議員の方々の答弁では先

駆的に取り組めと、そういうような叱咤激励もいただいたところでありますけれ

ども、管内で事例が一つしかないから、大丈夫なのかというご不安の一方での意

見かとそのように思っております。 

複数で対応するというようなことで、全てが解決できるのであれば、そういう

仕方もあろうかなと思っておりますけれども、私思いますのは、いろんな政策を

実施していく、例えば建物を一つ建てるといったときにはいろんな意見がありま

して、中には反対をされる方もいらっしゃいます。ですけれども、最終的に今現

在、将来を考えて、どうしても必要だなと自分自身で思ったときには、その反対

の声もある中ではあっても、何とか説明をしながらそれを進めていこうというこ
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とを今までもやってまいりました。 

しかし、この種の政策って言いましょうか、取り組みというのはですね、先ほ

ど担当課長言いましたように、確実で且つ有利な言い方とすれば相反する言い方

ではないかなと思っているんですけども、どちらにどの程度重きを置いて進める

か、どちらを選択しても私は間違いではなかったというふうに思うんです。そん

な中で考えたときにはですね、どちらも正解であるならば、どこのところを調整

して進むか、そのためには、町民の皆さん方とその運用している町と担当者、私

ともども含めて信頼関係の上に成り立って、これらを推し進めなければならない

というふうに思ってございます。基金の金額が大きいと不安だという話は有りま

したけれども、基本今までその運用しておりますのは、元本が満期まで置けば当

然保障される、そういうところである意味、有利一辺倒ではなく、確実なところ

も兼ね備えながら取り組んでいるということであります。 

信頼関係がもし成り立たなければですね、この種の施策といいましょうか、取

り組み姿勢というものは無理をして、どちらか一方で進めるということにはなっ

ていかないのではないかなと、懸念の不安などがしっかりと不安が払拭されると

いうことを持って取り組むべきものではないかなと、そのように思っております。

ですので、場合によっては、なかなか御理解が難しいということであれば、一旦、

こういったものについては、もう一度議論をしながら考えてみるべきかなと、そ

のように考えてもございます。 

そんな中で、私どもとすれば、決してその町民の皆さんに大きな不安を与える

ような取り組みをしていないと、満期まで待てば元本が保証されるそういうもの

の中で、さらにできるだけ有利なものとして取り組んでいるということでござい

ますので、何とか御理解をいただければと、またそういう中で、一つでも不安の

解消につながっていただければと思っているところでございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 しっかりと確認をしながら運用していただければそれでいいのかなと

思いますけれども、やはり、債権を購入するということは非常に、職員の皆様ど

れだけ理解しているか分かりませんけれども、時と場合によっては損失をこうむ

ることが絶対ないとは言い切れないというふうに私は思っていますので、その辺

だけ慎重に取り組んでいただければと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 預金においても確かに絶対という言葉、どちらかというと債権よりは

安全性が高いと思っておりますけれども、それにしても、絶対という言葉ではな

いとそのように思います。慎重にという中で取り組めというような今御指摘だっ

たかと思いますけれども、私自身として、もう一度、御指摘の部分で考えてみた

いと思ってございます。ここでの答弁については十分明確な意思表示をするとこ

ろまで至りませんけれども、今回の御提起を契機にこれらの取り扱いについて再

度考えてまいりたいと、そのように思います。もう少しお時間をいただければと

思います。 
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◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 ４項目目の図書館の現状と課題については先ほど御説明いただきまし

たけれども、状況は分かりました。防犯対策としてカメラ等も設置されていると

いうことで、東藻琴地区については早急に整備するというようなことでしたので、

是非、安全対策のために早期に取り組んでいただければと思います。 

もう１点、もし緊急事態が発生した場合の通報というか、ボタンを押せば届く

とか、そういう仕組みはどうなっているかをお聞きしたい。 

◇議  長 教育長。 

◇教育長 図書館の通報システムについて、御質問がございました。残念ながら現

在自動で警察まで、不測の事態が生じた時に通報がいくというシステムまでは導

入ができておりません。その辺も課題の一つであると考えておりまして、先ほど

防犯カメラの設置という対策の現状についての御答弁申し上げましたけれども、

やはりそのカメラの設置によって全てが対応できるというものでもちろんありま

せんので、犯罪防止とか犯罪の抑止力という部分では効果があろうかと思います

けど、やはり、いざというときに対応できる、警察への通報あるいは自分の身を

守る訓練といったものも合わせて取り組む必要があるのではないかなと。特に地

元の警察などの御協力もいただきながら、それらのことにも取り組んでいきたい

と思いますし、その辺の通報のあり方についても、今後検討してまいりたいと、

そのように考えてございます。 

◇議  長 ２番、三條議員。 

◇三條議員 教育長の説明で図書館の利用者も減っていなくて、たくさんの方の利

用していただいているということですから、これからも図書館に安心して行って、

子どもさんが多いんだと思いますから、安全対策だけ十分講じていただきながら、

館の運営をしていただければというふうに思います。以上です。 

◇議  長 教育長。 

◇教育長 先ほどの図書の利用の状況なども御答弁させていただきましたけれども、

一般成人が減少傾向にあるのに対しまして、特に小学校の児童の利用というか、

読書冊数の増加が際立ってきております。このことは巡回図書館司書による取り

組みであったり、また読み語りサークルの皆さんによる活動の成果と考えており

まして、これからも、それら活動継続しながら、より多くの読書好きな子どもた

ちを育ててまいりたいと思っております。 

昨年度、両図書館には冷房化といったことも実現できました。夏の時期、利用

の増加にも大変期待しているところでありまして、安心安全で楽しめる、そのよ

うな図書館運営に今後とも努めてまいりたいと考えております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

◇三條議員 終わります。 

◇議  長 これにて三條幸夫議員の一般質問を終了します。ここで１０分間休憩

します。 
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（休憩 午前１時４０分） 

（再開 午前１時５０分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。日程第５、一般質問を続けます。 

次に、１番、後藤忍議員の一般質問を許します。 

◇後藤議員 はい、１番。それでは、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

質問事項といたしましては、今後の大空町の農業振興についてであります。 

平成３０年１２月にＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）、平成３１年２

月にＥＰＡ（経済連携協定）が発効され、国の農業施策は攻めの農林水産業への

転換を実現すべく、競争力を高めるための取り組みを行っています。令和元年６

月７日には、農林水産業改革の基本方針、農林水産業地域の活力創造プランに農

業新技術の現場実装プログラムを策定し、スマート農業の普及を加速させる見通

しであります。 

少子高齢化の時代を迎え、大空町の農業においても、農家人口の減少が予想さ

れており、それに伴い、作付面積の拡大が見込まれ、担い手の確保、労働力の確

保、そして労働環境の改善が必要となっていくと考えます。そのため大空町にお

いても、今後はスマート農業の推進が不可欠であると考えます。 

そのような中、農業が基幹産業である大空町には、女満別町農業協同組合、オ

ホーツク網走農業協同組合の二つの農業協同組合が存在し、生産物ごと作物や畜

産についての部会や協議会が設けられてはいますが、大空町農業全体について、

行政と両農協が一堂に会し、話し合う場が設けられていません。 

１点目の質問として、町内に二つの農協が存在しますが、農業振興を図る上で

の課題や問題点について、どう認識されているのか伺いたいと思います。 

２点目として、農業振興を図る上で、行政と両農協、関係機関を交えて、協議

する場を設ける考えはあるのか、町長に伺いたいと思います。以上で、最初の質

問とさせていただきます。 

◇議  長 山下町長。 

◇町  長 後藤議員に御答弁を申し上げます。大空町の中心産業であります農業

の振興は、大変重要なものと考えてございます。ＴＰＰ１１やＥＵとのＥＰＡが

発効されまして、さらにアメリカとの貿易交渉などが懸念されております。そん

な中、競争力の高い農畜産物の生産、経営基盤の安定化、そして生産基盤の整備

など各関係機関、団体と連携を図っていかなければならない項目が多数ございま

す。 

現在は新たな取り組みや事業の推進など必要に応じまして、農協の組合長など

トップ同士で個別に協議を行いましたり、事務レベルにおきまして協議を行って

いる状況にあります。また、町が事務局となっております各種協議会で両農協も

含めて関係機関、団体と協議する場がございます。 

しかしながら、農業全体に関して、また、将来に関して、両農協と行政が一堂

に会し、協議する場という状況にはなってございません。農協は過去からの経緯
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や経営の考え方に相違がございます。営農指導等においても特色や違いがあるこ

とも認識をしてございます。オホーツク網走農協は行政機関が網走市と大空町に

属しており、女満別町農協と違った環境でございます。農業振興や同じ事業の取

り組みにおいても、その手法、その違いがあるものと認識をしてございます。行

政といたしまして、そういった調整の難しさを感じている現状でございます。 

協議をする場、これは必要だと考えてございます。そんな中で、既存の協議会、

例えば農業再生協議会などにおいて、組織を見直して協議するということがいい

のだろうか、一方で、それにとらわれず、新たな組織を設けたほうがより簡便で

迅速に動くことができるだろうか。また、御指摘のありましたように、両農協も

もちろんでありますけれども、さまざまな農業の関係機関、団体がございます。

そういった方々、どこまで参画をいただいて、将来の大空町農業を検討していく

か、議論していくかということについて、まだ、十分決めかねているところであ

りますけれども、御指摘の向きについては十分理解をいたしますので、今後その

組織化に向けて取り組んでまいりたいと思っているところでございます。 

◇議  長 １番、後藤議員。 

◇後藤議員 はい、１番。１点目の課題や問題点については分かりました。 

２点目の農業振興を図る上での協議する場についてですが、町長のお話のとお

り、農業をつかさどる大空町として、さまざまな施策や取り組みもしていただい

て、大変配慮いただいているのは私も理解しております。 

ただ、一堂に会し、話し合う機会は必要であると町長もおっしゃりましたけど

も、大空町の農業振興を図る上で、一つの考え方を持って、スマート農業推進な

ど、今後の農業施策の変化に柔軟に対応していくためにも、両農業協同組合とと

もに、情報を共有しながら、共通の認識を持って、両地区になるべく差が生じな

いように農業振興を推し進めていく必要があると考えます。 

なかなか話し合う機会、また、協議を持つっていうのはなかなか骨の折れる作

業だと思うんですけども、やはり将来の大空町農業を一つの方向に向かっていく

と考えたときに、ぜひ、私は必要だと思いますので、ご検討のほうよろしくお願

いいたしたいと思います。 

◇議  長 町長。 

◇町  長 現在、両農協がございますけれども、同じような状況は、湧別町にお

いてもあるのかなと思ってございます。たまに湧別の町長とそういったことで意

見交換をする場面もございます。 

また、両農協の取り組み姿勢といいましょうか、思想、そういったものも、ま

た若干違うところがございます。町よりも少し遅れて、現在のＪＡオホーツクの

体制というものができましたけれども、行政以上にですね、経営というところの

観点から、両農協の取り組み姿勢というものが違って、なかなか私どもも間に入

りながら、共通認識には十分立てていないというのが現状かと思ってございます。 

しかし、先ほど言ったように、私どもの町は農業なくして、将来語れない場面

がたくさんありますので、やはりこの地域全体として同じような認識を持ち、将
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来の展望を掲げていかなければならない場面というのが、農業、特にあろうかと

思ってございます。接点を担うのは私ども行政の役割ではないかと考えてござい

ます。少し時間が経ってしまいましたけれども、そういったところで汗をかきな

がら、この町の農業の発展に私どもとしても取り組んでまいりたいと、そのよう

に考えてございます。 

◇後藤議員 質問終わります。 

◇議  長 これにて後藤忍議員の一般質問を終了します。これで一般質問を終わ

ります。 

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。大変お疲れ

さまでした。 

（散会 午後２時００分） 
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（開会 午前１０時００分） 

◎開会、開議宣言 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから令和元年第２回大空町議会定例会、第２日目の会議を開きます。

暑い方は上着を脱いでよろしいです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議

規則第１２７条の規定によって、議長において１０番、深川曻議員及び１１番、

松田信行議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。事務

局長。 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員で

あります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付していると

おりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合がありますこ

とを御了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。以上でござ

います。 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 承認第７号 

◇議  長 日程第２、承認第７号、専決処分の承認を求めることについてを議題

とします。本件について、提案理由の説明を求めます。南部総務課長。 

◇総務課長 議案書１ページです。承認第７号、専決処分の承認を求めることにつ

いて。地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。令和元年６月１９日提出、

大空町長、山下英二。 

３ページです。専決処分書。地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分する。令和元年５月３１日。大空町長、山下英二。 

５ページです。今回の補正予算の専決処分は、平成３０年度介護サービス事業

勘定特別会計において、介護予防サービス計画収入が見込みより減少し、不足額

が生じたことに伴い、地方自治法施行令１６６条の２により翌年度の歳入を繰り

上げて、これに充てることとしたため、歳入歳出予算の専決処分を行ったもので

ございます。 

令和元年度大空町一般会計補正予算（第２号）。 

令和元年度大空町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９万

１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８１億５，５３１万２，

０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和元年５月３１日、

大空町長、山下英二。 

７ページです。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

１９款、繰入金に２９万１，０００円追加し、歳入合計は８１億５，５３１万

２，０００円とするものです。 

８ページ。歳出です。３款、民生費に２９万１，０００円追加し、歳出合計は、

歳入合計と同額にするものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を行います。歳出から行いますので、

１４、１５ページをお開き願います。 

３款１項２目、介護保険事業特別会計繰出金、２８節、介護サービス事業勘定

特別会計繰出金に２９万１，０００円の追加は、冒頭で申し上げましたとおり、

令和元年度歳入を前年に繰り上げて充用するにあたり、不足が生じることから、

繰り出すものです。 

続きまして、歳入の説明をしますので、１２、１３ページをお開き願います。 

１９款１項１目１節、財政調整基金繰入金に２９万１，０００円の追加は、今

回の財源として繰り入れたものです。 

以上、補正予算について御説明申し上げました。御承認くださいますようお願

いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第７号専決処分の承認を求めることについてを採決します。お諮り

します。本件は承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、承認第７号、専決処分の承認を求

めることについては、承認することに決定しました。 

 

◎日程第３ 承認第８号 

◇議  長 日程第３、承認第８号、専決処分の承認を求めることについてを議題

とします。本件について、提案理由の説明を求めます。鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 議案書１７ページをお開きください。承認第８号、専決処分の承認

を求めることについて。地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり
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専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求める。令和元

年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 

１９ページをお開きください。専決処分書、地方自治法１７９条第１項の規定

に基づき、別紙のとおり専決処分する。令和元年５月３１日、大空町長、山下英

二。 

議案書２１ページをお開きください。先ほど一般会計補正予算の専決処分でご

説明しました平成３０年度介護サービス事業勘定特別会計における収支不足額を

補填するための関連予算を専決したものであります。 

令和元年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号）。 

令和元年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９万

１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６０４万３，０００円と

する。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和元年５月３１日、

大空町長、山下英二。 

議案書２３ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款、繰入金に２９万１，０００円を追加し、歳入合計は６０４万３，０００

円とするものです。 

２４ページをお開きください。歳出です。３款、前年度繰上充用金として２９

万１，０００円を追加し、歳入合計と同額にするものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出から御説明し

ますので、３０、３１ページをお開きください。 

３款１項１目２２節、前年度繰上充用金に２９万１，０００円の追加は、介護

予防サービス計画収入が見込み件数よりも大幅に減少し、２９万２６円の収支不

足が発生し、その減収分を埋めるためのものでございます。介護保険制度の改正

に伴い、これまでサービス事業勘定会計の収入となっていたケアプラン作成に係

る収入が保険事業勘定特別会計の収入に移行し、ある程度の減収が見込んでいた

ものの見込みよりさらに減収となってしまったためでございます。 

続きまして歳入の説明をしますので２８、２９ページをお開きください。 

２款１項１目１節、一般会計繰入金に２９万１，０００円の追加は、繰上充用

の財源として一般会計から繰り入れたものでございます。 

以上、補正予算について御説明申し上げましたので、御承認くださいますよう

お願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第８号、専決処分の承認を求めることについてを採決します。お諮

りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、承認第８号、専決処分の承認を求

めることについては、承認することに決定しました。 

 

◎日程第４ 議案第２７号 

◇議  長 日程第４、議案第２７号、建物の購入についてを議題とします。本案

について、提案理由の説明を求めます。鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 議案書３３ページをお開きください。議案第２７号、建物の購入に

ついて。次のとおり、建物を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号

の規定により議会の議決を求める。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英

二。 

本件につきましては、人口減少や医療制度改革により、地域医療が厳しい状況

に置かれる中、大空町医療計画において基幹病院と位置づけております女満別中

央病院が、持続的かつ安定的に地域医療の確保を担っていくことができるよう、

町として支援のあり方を検討してきたところであります。 

５月の臨時会におきまして、関連する補正予算をお認めいただきましたが、病

院建物を町が取得し、病院を運営する法人に貸し付けることで、将来的な経営の

安定を図りたく、建物の購入について議決をいただきたいものでございます。 

記、１、購入する建物の種類及び規模。病院、鉄筋コンクリート造３階建て、

５，２７３．４６平方メートル。 

２、建物の所在。大空町女満別西４条４丁目６４番４５の一部、同じく６４番

５０の一部、同じく２４７番４の一部。 

３、購入の金額。２億１，７９９万８，０００円。 

４、購入の相手方。大空町女満別西４条４丁目１番２９号、有限会社メディカ、

取締役、曽我早奈絵。 

大空町議会定例会参考資料１ページから３ページに購入する建物の参考図面を

載せております。参考資料１ページには病院建物箇所図を。２ページの上段には

外来や検査室などがあります１階の平面図。２ページ下段には一般病床や手術室

などがあります２階の平面図。３ページには療養型病床などがあります３階の平

面図を載せておりますので、御参照ください。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

◇三條議員 ２番。一つだけお尋ねしたいと思います。購入については予算のとき

に質問させていただいておりますので、特に異論はありません。 
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今度は町が貸し主となるわけですから、外壁の汚れを含めて、基幹病院として

の建物として、十分機能が果たせるように不都合なところがあれば早目に対応し

て、病院としての業務に支障がないように努めていただきたいと思います。 

今回の提案にあたって、仮契約か何か済まされているかもしれませんけれども、

この後のスケジュール、建物が今日の議決をもって、いつ大空町のものになるの

かということを含めて、今後のスケジュールをお聞かせいただければと思います。  

◇議  長 福祉課参事。 

◇福祉課参事 ただいま御質問いただきました件でありますけれども、まず、今回

の購入にあたりましてのスケジュールを御説明申し上げます。 

先日、５月の臨時会におきまして補正の御承認をいただきまして、その後、仮

契約を締結している状況でございます。本日のこの提案をお認めいただけました

らば、速やかに本契約を結びまして、その後、登記や引き渡し等の関係の事務手

続を経た後に所有権の移転が行われまして、こちらとしましては、７月の早いう

ち、できれば７月の頭から、法人に貸し付ける形というふうにしてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

なお、修繕の部分でございますけれども、こちらにつきましては、やはり建築

から２０年以上経過をしている建物でございますので、特に外壁や屋根の状態は

良かれども、水回り等の設備系の経年劣化によるトラブルなどは想定されている

ところでございますので、そういったところにつきましては、町が実施するとし

た場合と法人が実施する場合と関係性につきましては、これまでの所有者と現在

の法人との間で交わされていたその取り決めを参考にしながら、その修繕のルー

ルと言いましょうか、そういったラインをお互いに決めていきたいと思っていま

すけれども、そこは一つ、例えば５０万円というラインで考えているところでご

ざいます。そういったところで少額な修繕については、これまでどおり法人に担

っていただくということで、その方が速やかに対応しやすいというような点から

法人にも御理解をいただいているところでございますし、もしも町が実施すると

いうことでありましても、当然ながら所要の手続が必要になってまいりますけれ

ども、可能な限り迅速に対応してまいりたいというふうに考えておりますし、い

ずれにしましてもその建物の状況ですとか、それからそういった対応につきまし

ては、法人側とですね、連携を十分にとりながら進めてまいりたいと思っており

ますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２７号、建物の購入についてを採決します。お諮りします。本案

は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２７号、建物の購入につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第２８号 

◇議  長 日程第５、議案第２８号、工事請負契約の締結についてを議題としま

す。本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

◇建設課長 議案書３５ページになります。議案第２８号、工事請負契約の締結に

ついて。次のとおり工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第

５項の規定により議会の議決を求める。令和元年６月１９日提出、大空町長、山

下英二。 

記、１、契約の目的。中央さくら団地町営住宅Ｈ棟建設工事。 

２、契約の方法。指名競争入札。 

３、契約の金額。６，３９４万３，０００円。 

４、契約の相手方。大空町女満別西３条４丁目１番１０号、株式会社斉藤建設、

代表取締役、佐々木裕哉。 

中央さくら団地につきましては、大空町営住宅長寿命化計画に基づき、建て替

えを平成２５年度から実施しております。長寿命化計画では、中央さくら団地９

棟２０戸を計画しておりますが、そのうち７棟１５戸が完成しております。 

工事箇所につきましては、定例会参考資料５ページに工事箇所図を掲載してお

りますので、そちらで御確認願います。 

請負契約にかかる入札につきましては、令和元年６月４日、指名競争入札を行

い、６月６日に仮契約を結んだところであります。工期は契約の日からは令和元

年１０月２４日までとしております。本件に関わります工事内容につきましては、

１棟３戸、木造平屋建て１９１．５７平方メートルとなっております。 

指名競争入札にかかります指名業者につきましては、株式会社河西組、株式会

社藤井建設、船橋西川建設株式会社東藻琴支店、株式会社斉藤建設の４者で入札

を執行いたしました。入札の結果、株式会社斉藤建設が落札したところでありま

す。 

契約の金額は６，３９４万３，０００円。うち消費税及び地方消費税の合計額

は５８１万３，０００円となっております。なお、当工事の契約につきましては、

議会で議決をいただいた後、本契約を締結するものであります。以上、提案内容

を説明申し上げましたので、御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから議案第２８号、工事請負契約の締結についてを採決します。お諮りしま

す。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２８号、工事請負契約の締

結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第２９号 

◇議  長 日程第６、議案第２９号、工事請負契約の締結についてを議題としま

す。本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙生涯学習課長。 

◇生涯学習課長 議案書３７ページです。議案第２９号、工事請負契約の締結につ

いて。次のとおり工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５

号の規定により議会の議決を求める。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下

英二。 

記、１、契約の目的。女満別中学校大規模改修工事（建築主体）。 

２、契約の方法。指名競争入札。 

３、契約の金額。２億３，１８８万円。 

４、契約の相手方。大空町女満別西３条１丁目３番４号、河西・藤井経常建設

共同企業体、代表者、株式会社河西組、代表取締役、河西悟。 

工事の概要等につきまして御説明申し上げますので、議会定例会参考資料７ペ

ージをお開きください。本資料につきましては、議案第２９号における女満別中

学校大規模改修工事（建築主体）と議案第３０号における女満別中学校大規模改

修工事（設備）、さらに議決対象ではございませんが、関連する女満別中学校大

規模改修工事（電気）についても記載し、まとめた資料となっておりますので、

御了承願います。上の表に契約の概要、下に工事概要を示しています。先に下側、

工事概要についてです。女満別中学校は校舎が鉄筋コンクリート造、体育館が鉄

骨造一部鉄筋コンクリート造で、いずれも２階建て、延床面積４，６００平方メ

ートルですが、今回の改修工事では、右側の図斜線部分、校舎のうち１，８３０

平方メートルを改修するものです。工事内容につきましては、主に校舎の屋上、

外壁、内装、建具の建築改修工事、及び電気設備、機械設備についての改修工事

となっております。 

女満別中学校につきましては、昭和４６年から昭和４８年に建設され、平成２

年から平成３年に大規模改修工事を実施しております。前回の大規模改修からで

も２５年以上が経過し、雨漏り、外壁のひび割れの進行、内装の劣化、電気、機

械設備の不具合等など老朽化に伴う支障が生じてきていることから、大規模改修

を行おうとするものです。なお、今回の工事範囲以外の部分につきましては、平

成３０年度改修工事を実施済みとなっております。上の表、工事契約につきまし

て、左側が議案第２９号、本議案で議決を求める女満別中学校大規模改修工事

（建築主体）です。 

請負に係る入札は令和元年６月４日に指名競争入札により実施しております。
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指名競争入札については、河西・藤井経常建設共同企業体、株式会社三共後藤建

設美幌支店、船橋西川・ダイイチ経常建設共同企業体、丸田・斉藤経常建設共同

企業体の４者で入札を執行し、入札の結果、河西・藤井経常建設共同企業体が落

札したものです。 

契約の金額は２億３，１８８万円、うち消費税及び地方消費税の合計額は２，

１０８万円となっております。 

工期につきましては、契約の日から令和２年１月３１日までの予定としており

ます。なお、当工事請負につきましては、議会で議決をいただいた後、本契約を

締結する予定としております。 

以上、御説明申し上げました。御審議くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

◇三條議員 ちょっと１点だけ教えてほしいんですけれども、工事の締結について

は特に異論はないですけれども、今回の大規模改修工事でもって中学校の工事が

終了ということで理解してよろしいでしょうか。 

◇議  長 生涯学習課長。 

◇生涯学習課長 今回予定しております工事につきましては、昨年度の工事と本年

度の工事で完了の予定でございます。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２９号、工事請負契約の締結についてを採決します。お諮りしま

す。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２９号、工事請負契約の締

結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第３０号 

◇議  長 日程第７、議案第３０号、工事請負契約の締結についてを議題としま

す。本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙生涯学習課長。 

◇生涯学習課長 議案書３９ページです。議案第３０号、工事請負契約の締結につ

いて。次のとおり工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５

号の規定により議会の議決を求める。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下

英二。 

記、１、契約の目的。女満別中学校大規模改修工事（設備）。 

２、契約の方法。指名競争入札。 
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３、契約の金額。７，２７４万３，０００円。 

４、契約の相手方。網走市南７条西４丁目６番地２、株式会社そうけん、代表

取締役、中村圭。 

先の議案第２９号と同様となりますが、議会定例会参考資料７ページをお開き

願います。工事概要につきましては、議案第２９号と同様でございますので省略

をさせていただきます。 

議案第３０号において議決を求める女満別中学校大規模改修工事（設備）の工

事契約については、上の表、右側に記載されております。請負に係る入札につい

ては、令和元年６月４日に指名競争入札により実施しております。指名競争入札

については、株式会社そうけん、船橋西川建設株式会社東藻琴支店、池田暖房工

業株式会社美幌営業所、株式会社カネキ柏原、株式会社三光の以上５者で入札を

執行し、入札の結果、株式会社そうけんが落札したものです。 

契約の金額は７，２７４万３，０００円。うち消費税及び地方消費税の合計額

は６６１万３，０００円となっています。 

工期につきましては、契約の日から令和２年１月３１日までの予定としていま

す。当工事請負につきましては、本議会で議決をいただいた後、本契約を締結す

る予定としております。 

以上、御説明を申し上げました。御審議くださいますようよろしくお願い申し

上げます。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３０号、工事請負契約の締結についてを採決します。お諮りしま

す。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３０号、工事請負契約の締

結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第３１号 

◇議  長 日程第８、議案第３１号、北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。南部総務

課長。 

◇総務課長 議案書４１ページです。議案第３１号、北海道市町村職員退職手当組

合規約の変更について。地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町

村職員退職手当組合規約の一部を別紙のとおり変更することについて、議会の議

決を求める。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 
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４３ページが変更条文となっております。 

定例会参考資料９ページ、北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更す

る規約新旧対照表により説明いたしますので、参考資料９ページをお開き願いま

す。今回の変更の提案理由につきましては、組織を構成する団体が平成３１年３

月３１日に解散し、脱退したことに伴い、規約の一部を変更するもので、別表

（２）空知管内の項中、北空知葬斉組合を、日高管内の項中、日高地区交通災害

共済組合を、十勝管内の項中、池北三町行政事務組合を削り、改めるものです。

附則としてこの規約は、地方自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許

可の日から施行するものでございます。 

以上、提案理由を申し上げました。御審議いただきますようお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３１号、北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてを採

決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３１号、北海道市町村職員

退職手当組合規約の変更については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第３２号 

◇議  長 日程第９、議案第３２号、北海道市町村総合事務組合規約の変更につ

いてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。南部総務課長。  

◇総務課長 議案書４５ページです。議案第３２号、北海道市町村総合事務組合規

約の変更について。地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町村総

合事務組合規約の一部を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求め

る。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 

４７ページが変更条文となっています。 

定例会参考資料１１ページ、北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する

規約新旧対照表により説明いたしますので、お開き願います。この変更の提案理

由につきましては、先ほどお認めいただきました議案第３１号と同様に組織を構

成する団体が平成３１年３月３１日に解散し、脱退したことに伴い、規約の一部

を変更するもので、別表第１、空知総合振興局の項中、（３３）を（３２）に改

め、北空知葬斉組合を削り、日高振興局の項中（１６）を（１５）に改め、日高

地区交通災害共済を削り、十勝総合振興局の項中（２４）を（２３）に改め、池

北三町行政事務組合を削り、別表第２、９の項中、北空知葬斉組合、日高地区交
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通災害共済組合及び池北三町行政事務組合を削り、改めるものです。附則として

この規約は地方自治法第２８６条第１項の規定による北海道知事の許可の日から

施行するものです。 

以上、提案理由を申し上げました。御審議いただきますようお願いいたします。  

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３２号、北海道市町村総合事務組合規約の変更についてを採決し

ます。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３２号、北海道市町村総合

事務組合規約の変更については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第３３号 

◇議  長 日程第１０、議案第３３号、大空町特別職の給与に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を

求めます。山下町長。 

◇町  長 議案書の４９ページ、議案第３３号、大空町特別職の給与に関する条

例の一部を改正する条例の提案説明に先立ち、提案に至るまでの私の気持ちや考

え方などについて、申し述べたいと存じます。 

今回、御提案をすることを私自身も納得をし、庁議などの内部の事務を進めて

まいりまして本日の提案となりましたが、この間において新しく北海道知事に就

任されました鈴木知事が財政再建の観点から３割の削減提案を行うことを表明さ

れました。私も大空町の財政状況が年々厳しくなってきていることを説明してき

ており、さらに悩むこととなりました。しかしながら、私自身、５年ほど前から

町長職の給与の水準について、あれこれと思い、悩み、考えてきた中での今回の

報酬等審議会の御答申でもあり、尊重させていただき、答申どおり提案させてい

ただくことといたしました。 

私の給与につきましては、旧女満別町長に就任いたしました平成１５年６月２

３日の１週間後の３０日、同審議会を開催いただき、８６万円であった給料月額

を、当時の網走管内の２６市町村長で最も低かった白滝村長の７２万円と同額と

するよう意見を付して、諮問を申し上げたところでございました。審議の中では、

いろいろな意見はあったものの、結果として同額の７２万円という御答申をちょ

うだいいたしました。当時は現在と比べものにならないほど財政状況は逼迫して

おり、将来職員給与にも手を加えなければならないのではないかと考えており、

まずは自身の給料から減額という思いでございました。それでも一般職員時代か
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ら見て大幅に増額となったために、生活に苦労するようなことはございませんで

した。本来であれば、その他の特別職についても減額を考えるところかもしれま

せんでしたが、当時、助役は北海道から、教育長は現場の教職員からと考えてい

たため、減額をしておいて迎えるというのは極めて印象がよくない、そのように

考え、私限りの減額としたところでございました。 

平成１８年、大空町に合併となった際、新町長の給料は東藻琴村、女満別町の

給料の合計額の２分の１としたため、一時的に７３万９，０００円となりました

が、財政状況は旧女満別町時代と同様に逼迫しておりましたので、再び審議会に

おいて７２万円とするようお願いをし、答申をいただき、現在に至っているとこ

ろでございます。 

審議会の顛末などにより委員の方の御意見を見ますと、町長の給料というもの

が町村の格付けのように感じていらっしゃる方もいるということが伝わってまい

ります。低ければ自分たちの町の存在が軽んじられているように感じている方も

いるのかもしれません。単に低ければ良いというわけではないということを、こ

の間、学んだところでございます。 

また、本則では条例を改正し、増額したとしても附則において自身の任期中が

実質的に据え置くなどの方法もあるのではないかと考えた場面もございました。

他の市町村でも見受けられる手法でございます。しかし、大空町長の給料は私の

給料であり、一方では、私以降、町長になられる方の給料でもございます。前任

者が１度も支給されたことのない給料を後任の方が受けとれるのかと思うと、躊

躇されるのではないか、私自身が１度は支給をされていなければいけないのでは

ないかと考えたところでございます。 

今回の御答申は管内市町村の均衡の中で改定が必要との御判断をいただいたも

のと存じます。難しい御議論の中での判断に敬意を表するとともに、考え方を尊

重し、併せて私の考えてまいりました思いなども加味し、令和２年度から答申内

容への改正をお願いしたいと提案に踏み切ったところでございます。御理解をい

ただきますようお願いを申し上げます。 

具体的な提案の内容につきましては、担当者から説明を申し上げたいと存じま

す。よろしくお願いいたします。 

◇議  長 南部総務課長。 

◇総務課長 議案書４９ページ、議案第３３号、大空町特別職の給与に関する条例

の一部を改正する条例制定について。このことについて、別紙のとおり提出する。

令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 

５１ページが改正条文となっております。 

定例会参考資料１３ページに大空町特別職の給与に関する条例の改正概要を、

１４ページに新旧対照表を掲載しております。概要により改正内容を説明させて

いただきますので、参考資料１３ページをお開き願います。 

今回の改正につきましては、町長が申し上げたとおり今年１月３０日の大空町

特別職報酬等審議会を開催し、特別職給料、議会議員報酬及び非常勤特別職報酬
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の額につきまして、財政状況や管内市町村との均衡を考慮する必要から、それぞ

れの状況を把握し、諮問したところ、町長の給与について管内市町村との均衡を

図るべく見直す必要があるとの意見から、月額３万円引き上げて７５万円とすべ

きとの答申をいただき、これに基づき改めるものでございます。以上、提案理由

を申し上げました。御審議いただきますようお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３３号、大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３３号、大空町特別職の給

与に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１１ 議案第３４号 

◇議  長 日程第１１、議案第３４号、大空町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めま

す。佐々木福祉課長。 

◇福祉課長 議案書５３ページでございます。議案第３４号、大空町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例制定について。このことについて、別紙のとおり提

出する。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 

議案書５５ページ、５６ページが改正条文でございます。 

議会定例会参考資料１５ページに大空町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の概要を、１６ページから２９ページに新旧対照表を掲載しております。概

要により改正内容を説明させていただきますので、参考資料１５ページをお開き

ください。 

今回の改正は、大空町国民健康保険運営協議会からの答申に基づき、地方税法

施行令の一部を改正する政令において賦課限度額が医療分で３万円引き上げられ

たことに伴い賦課限度額の引き上げを行うとともに、北海道国民健康保険運営方

針において将来的に道内の保険料水準の統一を目指していくことから、標準保険

税率の賦課方式にあわせて、町の賦課方式を所得割、平等割、均等割の３方式と

するため資産割を廃止するものです。 

廃止しようとする資産割の保険税率は、医療分で１９％、支援金分で４％の合

計２３％です。なお、令和元年度の所得割、平等割、均等割の保険税率につきま
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しては、据え置くことといたしました。 

課税額について関係条文は第２条第２項です。賦課限度額を５８万円から３万

円引き上げ６１万円とするものです。 

国民健康保険の被保険者に係る資産割額について、関係条文は第４条です。医

療分の資産割額の廃止に伴い条を削除するものです。 

国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の資産割額について、

関係条文は第７条です。後期高齢者支援金分等の資産割額の廃止に伴い条文を削

除するものです。 

国民健康保険税の減額について、関係条文は第２３条です。賦課限度額の引き

上げに伴い所要の規定を整備いたします。また、第２条第２項、同条第３項、第

５条から第２７条及び附則第４項から第１６項については、資産割の廃止及び条

の削除に伴う所要の規定を整備いたします。 

以上の改正は公布の日から施行し、平成３１年４月１日から適用するものです。

附則第２項、適用区分は令和元年度以後の国民健康保険税から適用し、平成３０

年度以前の国民健康保険税は従前の例によるものとしております。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、御審議賜りますようよろしくお

願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

◇三條議員 ２番。ちょっと１点教えて欲しいんですけれども、今までは賦課方式

の中に資産割が含まれていて、今回から資産割を廃止するということの流れです

が、周辺の町の状況を聞くと、一気に廃止しないで徐々に資産割を廃止していく

というところもあるようです。大空町の昨年度の資産割のおおよその額、それと

資産割を廃止することによって最高限度額のほうに影響が出ているのかどうかを

含めてお知らせいただきたいと思います。 

審議会で決まったことですから、それは変更どうのこうのとはならないと思い

ますけれども、過去から資産割の部分については、いろいろな議論として期待さ

れていたところがあるんですけども、逆に資産割を廃止することによって、経過

措置を設けるってことなんですけれども、その資産割を負担していた人たちがど

れだけの恩恵をこうむるのか。その辺わかる範囲で結構です。教えていただけれ

ばと思います。 

◇議  長 福祉課長。 

◇福祉課長 今回、保険税の決定にあたりまして、従前の保険税によるもの及び資

産割を廃止した場合の保険税について、検討も併せて行っております。 

今回、資産割を廃止した場合については、従前の試算方式よりも大体９００万

円程度減額となるところでございます。また、この資産割につきましては、北海

道が今後統一をかけていく方式と合わすことで考えておりまして、本年度につき

ましては、限度額の引き上げ及び繰越金等を試算いたしまして、この資産割を廃

止した内容で進めていけるという方針に基づきまして、決定したものでございま

す。 
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今回の限度額の影響につきましては、資産割を廃止した場合については、大体

限度額、昨年が全体の２４％であったのが、大体１８％ぐらいまで限度額の対象

が割合としては減少するという内容となりました。 

今回、６年間の経過措置がございまして、その中で資産割を含めて検討するこ

とも考えておったところでございますが、今年については、もともと管内的にも

資産割が割合的に少ないという状況もございまして、まずは資産割を廃止すると

いうことで、今後の保険税率の検討を進めていきたいという方針となったところ

でございます。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３４号、大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３４号、大空町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３５号 

◇議  長 日程第１２、議案第３５号、消費税率及び地方消費税率の引き上げに

伴う関係条例の整備に関する条例制定についてを議題とします。本案について、

提案理由の説明を求めます。林総務課参事。 

◇総務課参事 議案書５７ページでございます。議案第３５号、消費税率及び地方

消費税率の引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定について。このこと

について、別紙のとおり提出する。令和元年６月１９日提出、大空町長、山下英

二。 

本案につきましては、消費税法等の改正により、本年１０月１日から消費税率

及び地方消費税率が引き上げとなることに伴い、公の施設における現行の使用料

などを規定した関係条例について所要の改正を行うものでございます。 

改正の具体的な内容につきましては、参考資料により御説明申し上げますので、

参考資料の３１ページをお開き願います。消費税率及び地方消費税の引き上げに

伴う関係条例の整備に関する条例新旧対照表です。 

初めに大空町行政財産使用料条例の一部改正ですが、第２条第１号中、１００

分の４．３を１００分の４．４に、第２号中、１００分の１０８を１００分の１

１０に改めます。 

続きまして、大空町役場庁舎の目的外利用及び使用料条例につきましては、別
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表第１、使用料の表中、議事堂文化ホール、８，６４０円を８，８００円に、１

階１号会議室、２，１６０円を２，２００円に改めます。 

３２ページをお開き願います。大空町女満別研修会館条例につきましては、別

表中、大会議室、２，８００円を２，９００円に、和室４５０円を５００円に改

めます。 

大空町東藻琴診療所条例につきましては、別表（１）使用料の表中、死体検案

料７，６００円を７，７００円に、死後処理料３，１００円を３，２００円に、

３３ページに移りまして、（２）手数料の表、意見書の項中５，４００円を５，

５００円に、４，３２０円を４，４００円に、３，２４０円を３，３００円に改

めます。 

中段の大空町農業研修生等受入施設条例は、別表の短期滞在２，１６０円を２，

２００円に、長期滞在３万２，４００円を３万３，０００円とします。 

次に大空町営牧野条例につきましては、別表中の２１６円を２２０円に、２７

０円を２７５円に改めるものです。 

続きまして３４ページをお開き願います。大空町簡易水道事業給水条例につき

ましては、別表第１、女満別本町地区、高台地区、１、専用給水計量制、表の右

２つの欄、基本料金と超過料金の額ですが、それぞれ１，４６８円を１，４９５

円に、１８３円を１８６円に改めます。さらに２、メーター使用料につきまして、

口径に応じて１４３円を１４６円に、２０５円を２０９円に、２３６円を２４０

円に、２９８円を３０４円とします。次に別表第２、東藻琴地区につきましても、

１、専用給水計量制の基本料金１，１２３円を１，１４４円に、超過料金の１４

０円を１４３円に改めます。また、２、メーター使用料につきましては、先ほど

の別表第１、女満別地区と同様の改正をするものでございます。 

続きまして３５ページでございます。大空町下水道事業条例の一部改正ですが、

別表第１、女満別地区公共下水道の１、使用料の表、一般汚水の基本料金１，６

５０円を１，６８０円に、超過料金２０６円を２１０円に、公衆浴場等の汚水１

０，２６０円を１０，４５０円に、１０２円を１０４円に改めます。また、２、

メーター使用料につきましては、口径に応じて１６４円を１６７円に、２２５円

を２２９円に、２４６円を２５０円に、３１８円を３２４円とします。下段、別

表第２、東藻琴地区の１、使用料につきましては、一般の汚水の基本料金１，５

２９円を１，５５７円に、超過料金１９１円を１９４円に改めます。２、メータ

ー使用料につきましては、別表第１の女満別地区と同額の改正をするものでござ

います。 

次に３６ページをお開き願います。大空町個別排水処理施設管理条例の改正で

すが、第１０条の表中、人槽区分ごとの月額４，０１５円を４，０８９円に、４，

３２４円を４，４０４円に、４，５２６円を４，６１０円に、４，９１８円を５，

００９円に、５，６６６円を５，７７１円に改めます。 

次の大空町道路占用料徴収条例につきましては、第２条第３項の１００分の１

０８を１００分の１１０に改めます。 
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下段、大空町普通河川管理条例につきましては、別表の１、流水占用料の表、

３７ページに移りまして、中ほどの２、土地占用料、めくっていただきまして３

８ページに掛けてでございますが、それぞれ表中の文言、１００分の１０８を１

００分の１１０といたします。 

同じ３８ページ下の大空町準用河川占用料等徴収条例につきましては、１、流

水占用料、また、３９ページに移りまして、中程の２、土地占用料、さらにめく

っていただきまして、４０ページに掛けてでありますが、こちらもそれぞれ表中

の１００分の１０８を１００分の１１０に改めます。 

４１ページをご覧願います。大空町都市公園条例の改正ですが、第１０条の本

文さらに別表第２、備考欄の１００分の１０８を１００分の１１０にそれぞれ改

正いたします。 

次に下段の大空町メルヘン公園条例につきましては、別表の１、新規就農者技

術習得管理施設、世帯向けと単身者向けの使用料につきまして、使用料の区分に

応じて３，２４０円を３，３００円に、２，１６０円を２，２００円に、２万７，

０００円を２万７，５００円に、２１，６００円を２２，０００円に改めます。 

４２ページをお開き願います。大空町藻琴山温泉芝桜公園条例につきましては、

第６条第２項及び別表第２、備考欄中の１００分の１０８を１００分の１１０に

改めるものでございます。 

附則といたしまして、この条例は令和元年１０月１日から施行することとし、

経過措置として、第２条第１項この条例の施行の日前に申請がなされた事務に係

る手数料につきましては、なお従前の例による。 

第２項、この条例による改正後の規定、第７条の規定による改正後の大空町簡

易水道事業給水条例別表第１及び別表第２の規定並びに第８条の規定による改正

後の大空町下水道事業条例別表第１及び別表第２の規定を除くは、施行日以後に

納付すべき事由が生じた使用料について準用し、同日前に納付すべき事由が生じ

た使用料については、なお従前の例による。 

４３ページに移りまして、第３項、第７条の規定による改正後の大空町簡易水

道事業給水条例別表第１及び別表第２の規定は、この条例の施行日以後の使用に

係る料金について適用し、施行日前の使用に係る料金及び施行日前から継続して

供給している水道の使用であって、施行日から令和元年１１月３０日までの間に

料金の支払いを受ける権利が確定されるものに係る料金については、なお従前の

例による。 

第４項、第８条の規定による改正後の大空町下水道事業条例別表第１及び別表

第２の規定は、この条例の施行日以後の使用に係る使用料について適用し、施行

日前の使用に係る使用料及び施行日前から継続している下水道の使用で、施行日

から令和元年１１月３０日までの間に使用料の支払いを受ける権利が確定される

ものに係る使用料については、なお従前の例によることとしております。以上、

提案理由の説明を申し上げましたので、御審議くださいますようよろしくお願い

いたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３５号、消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条例の

整備に関する条例制定についてを採決します。お諮りします。本案は原案のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３５号、消費税率及び地方

消費税率の引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定については、原案の

とおり可決されました。ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１１時０８分） 

（再開 午前１１時１８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第１３ 議案第３６号 

◇議  長 日程第１３、議案第３６号、大空町森林環境譲与税基金条例制定につ

いてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。藤田産業課長。  

◇産業課長 議案書６５ページになります。議案第３６号、大空町森林環境譲与税

基金条例制定について。このことについて、別紙のとおり提出する。令和元年６

月１９日提出、大空町長、山下英二。 

議案書６７ページをお開き願います。大空町森林環境譲与税基金条例。 

森林には地球温暖化防止や国土保全、自然災害の防止など、多くの公的機能が

あり、国民に広く恩恵が与えられており、森林整備を進めることは、国土、国民

の命を守ることにつながっております。 

しかし、近年、森林所有者の経営意欲の低下や所有者不明による未整備林が増

加し、また、森林整備における担い手不足などが課題となっております。 

これらの課題解決に向け、間伐や路網整備等の森林整備や担い手の育成、木材

利用の促進などに充てる財源を広く国民から求めるため、森林環境税及び森林環

境譲与税に関する法律が平成３１年３月２９日に公布となり、４月１日から施行

されました。森林環境譲与税は先行して令和元年度から譲与され、国民から負担

を求める森林環境税は令和６年度から課税されることとなっております。 

大空町では譲与税の財源を活用し、森林整備における森林所有者の負担をさら

に軽減し、推進を図るため、既存の補助制度を廃止し新たな補助制度を創設する

とともに、次年度以降において、新規事業への取り組み等に活用できるよう、大
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空町森林環境譲与税基金を設置し、積み立てるものであります。 

条例の内容につきましては、第１条の設置は、森林施業や人材の育成、木材利

用の促進、普及啓発などの財源に充てるため基金を設置する目的について。第２

条の積み立ては、国から譲与される森林環境譲与税の額に基づき、予算で定める

額を積み立てることについて。第３条の管理は、基金に属する現金は金融機関へ

の預金など確実かつ有利な方法による保管、また必要に応じ有価証券に代えるこ

とができることについて。第４条の処分は、設置目的の財源に充てるため、歳入

歳出予算に計上し処分できることについて。第５条の運用益金の処理は、基金の

運用による収益、基金を原資とした事業により発生する収益は予算に計上し、基

金に編入することについて。第６条の繰替運用等は、財政上必要があるときは確

実な繰戻しの方法、期間、利率を定めて、歳計現金に繰り替え、または一般会計

の歳入歳出予算の定めるところにより、歳入に繰り入れて運用することについて。

第７条の委任は、この条例のほか、基金の管理に関して必要な事項は町長が別に

定めることをそれぞれ規定するものであります。 

附則としまして、６８ページになりますが、公布の日から施行するものであり

ます。以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３６号、大空町森林環境譲与税基金条例制定についてを採決しま

す。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３６号、大空町森林環境譲

与税基金条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第３７号 

◇議  長 日程第１４、議案第３７号、令和元年度大空町一般会計補正予算（第

３号）を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。南部総務課

長。 

◇総務課長 議案書６９ページです。議案第３７号、令和元年度大空町一般会計補

正予算（第３号）。 

令和元年度大空町一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億２，

６６１万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８７億８，１９

２万７，０００円とする。 
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第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、第２表、債務負担行為

補正による。 

地方債の補正、第３条、地方債の追加及び変更は、第３表、地方債補正による。  

一時借入金、第４条、一時借入金の借り入れの最高額に２億２，０００万円を

追加し、一時借入金の借り入れの最高額を１３億９，０００万円とする。令和元

年６月１９日提出、大空町長、山下英二。 

７１ページ、第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款、地方譲与税に７５４万１，０００円追加。１５款、国庫支出金に２億５

９１万８，０００円追加。１６款、道支出金に８，３７５万９，０００円追加。

１７款、財産収入に４，１８８万６，０００円追加。１８款、寄附金に１２０万

円追加。１９款、繰入金から７，１１９万６，０００円減額。２０款、繰越金に

１億２，２３６万２，０００円追加。２１款、諸収入に１，１６４万５，０００

円追加。２２款、町債に２億２，３５０万円追加。歳入合計は６億２，６６１万

５，０００円追加し、８７億８，１９２万７，０００円とするものです。 

７２ページ、歳出です。２款、総務費に５，０５５万３，０００円追加。３款、

民生費に３億１，３１９万２，０００円追加。４款、衛生費に３２６万３，００

０円追加。６款、農林水産業費に２億１，０３７万８，０００円追加。７款、商

工費に４４万６，０００円追加。８款、土木費に６００万円追加。９款、消防費

に１３６万７，０００円追加。１０款、教育費に３，６９１万８，０００円追加。

１２款、職員給与費に４４９万８，０００円追加し、歳出合計は６億２，６６１

万５，０００円追加し、歳入合計と同額にするものです。 

７３ページ、債務負担行為補正。１、追加です。認定こども園整備事業は、大

空町社会福祉協議会が実施主体となって、女満別地区認定こども園を令和２年秋

開設に向けて私設整備を行うにあたり、その経費に係る補助を行うための債務負

担行為を設定するものです。期間は令和２年度とし、限度額は７億４，００２万

円とするものです。 

７４ページ、第３表、地方債補正。１、追加です。地域情報通信基盤整備推進

事業債は光通信網による高速ブロードバンドサービス提供に向けた高度無線環境

整備実施計画業務委託料に係る財源として借り入れるもので、過疎債を予定し、

限度額２，３５０万円。起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。 

２、変更です。認定こども園整備事業債は、限度額に１億９，８９０万円追加

し、２億９，７００万円に変更するのは、債務負担行為補正で説明しました、女

満別地区認定こども園の本年度分の施設整備費に係る補助金の財源として。高校

魅力化推進事業債は、限度額に１１０万円追加し、５００万円に変更するのは、

学校教育や放課後学習支援、公設塾などで活用するデジタルホワイトボード導入

費の財源として増額するもので、いずれも起債の方法、利率、償還の方法に変更

はございません。 
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次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を行います。歳出から行いますの

で、８２、８３ページをお開きください。 

２款１項２目、職員研修事業、９節、研修旅費に３０万３，０００円の追加は、

北海道への研修生派遣に伴う旅費に係るものです。 

３目、広報広聴事業、１２節、広告料として１９万７，０００円の追加は、行

政情報の提供やイベント情報の告知など、地域ＦＭ放送局に依頼するためのもの

でございます。 

６目、公有財産管理費、１１節、修繕料に２０万円の追加及び飛びますが１６

節の補修用原材料に２０万円の追加は、企業が外国人技能実習生を受け入れるた

めの住宅確保の一助として、町有住宅の貸し付けに当たり一部改修が必要なため、

その費用を計上するものです。１２節、公有物件災害共済保険料に２７万円の追

加は、議案第２７号で購入をお認めいただきました病院建物及び旧網走信用金庫

東藻琴支店の取得に伴うものでございます。１５節、東藻琴地区温水送湯ポンプ

取替工事に６４万８，０００円の追加は、温泉ポンプ室の送湯ポンプの更新に。

東藻琴地区駐車場整備工事に２８４万 1，０００の追加は、地域振興施設等利用

者駐車場の整備に。旧網走信用金庫東藻琴支店建物改修工事に１，２１９万９，

０００円の追加は、大空町商工会東藻琴支所の入居に際し、改修が必要なため、

それぞれ費用を計上するものです。 

７目、地域情報通信基盤整備事業推進事業、９節、普通旅費から１４節、自動

車駐車料まで総額２，３６９万円の追加は、第３表、地方債補正で説明しました

光通信網による高速ブロードバンドサービス提供に向けた高度無線環境整備実施

設計業務に必要な費用を計上するものです。 

８目、総合支所庁舎管理費、１１節、修繕料に５０万５，０００円の追加は、

暖房用重油タンク給湯管の改修に伴うものです。 

９目、減債基金積立金、２５節、積立金に９２５万９，０００円の追加は、資

金運用に係る預金利子及び債権運用益を積み立てるものです。 

４項３目、参議院議員選挙費、４節、臨時職員雇用保険料、７節、賃金として

総額３１万１，０００円の追加は、期日前投票所事務従事に必要な人件費を計上

するものです。 

８４、８５ページになります。３款１項１目、国民健康保険事業特別会計繰出

金、２８節、繰出金から４４万２，０００円の減額は、保険基盤安定負担金の減

によるものです。地域福祉・医療基金管理費、２５節、積立金に３，２０４万５，

０００円の追加は、議案第２７号で購入をお認めいただきました病院建物及びそ

の土地９カ月分の貸付料全額を積み立てるものです。プレミアム付商品券事業、

４節、臨時職員雇用保険料から１３節、対象者抽出システム構築委託料として総

額１，０４５万３，０００円の追加は、消費税等の引き上げによる消費への影響

緩和と消費を喚起、下支えするために必要な費用を計上するものです。 

３目、障害者相談支援事業、１４節、障がい者福祉計画相談支援システムライ

センス更新料として、７７万７，０００円の追加は導入から５年が経過し、新た
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にライセンス取得が必要なことから、その費用を計上するものです。 

２項１目、子ども・子育て支援事業、１３節、システム改修業務委託料として

６８０万円の追加は、本年１０月から開始されます幼児教育無償化に対応するた

めの改修費用を計上するものです。 

４目、認定こども園整備事業、１９節、補助金に２億６，３５５万９，０００

円の追加は、第３表、地方債補正で説明しました女満別地区認定こども園の開設

に向けた本年度分施設整備に係る補助金を計上するものです。 

４款１項１目、女満別中央病院医療環境充実事業、１１節、修繕料として１５

０万円の追加は、病院建物の修繕費用を計上するものです。 

２目、各種疾病予防対策事業、１１節、印刷製本費から８６、８７ページ、１

９節、任意予防接種助成金として総額２９２万７，０００円の追加は、風疹の追

加的対策による定期接種対象年齢の拡大及びロタウイルスワクチンを任意予防接

種に加えることから、その費用を計上するものです。 

３目、簡易水道事業特別会計繰出金、２８節、繰出金から３１６万２，０００

円の減額は、前年度繰越金の計上及び人事異動によるものです。 

５目、健康増進事業、４節、臨時職員雇用保険料及び社会保険料、７節、賃金

として総額１９９万８，０００円の追加は、産前産後休暇及び育児休業取得に伴

う代替保健師の雇用によるものです。 

６款１項３目、畑作構造転換事業、１９節、補助金として３，６１１万４，０

００円の追加は、畑作産地の労働不足に対応するための省力機械の導入及び先進

的技術作業体系の導入に伴うもの。次に強い農業・担い手づくり総合支援交付金

事業、１９節、補助金として１，２１７万６，０００円の追加は、農業の担い手

が経営基盤確立に向けた機械等の導入に伴うもの。 

４目、畜産基盤整備事業補助金、１９節、補助金として１億５，１７２万３，

０００円の追加は、酪農家が規模拡大と乳量生産量の増加による収益強化のため

の家畜飼養管理施設等の整備に伴うもの。 

７目、網走川地区国営造成施設管理体制整備促進事業、１９節、補助金に５０

０万円の追加は、豊住排水機場調整弁の修繕に対し、それぞれ支援するものでご

ざいます。 

２項１目、森林整備推進対策事業補助金、１９節、補助金から７０５万円の減

額。緑豊かな森づくり事業補助金、１９節、補助金として１，０５９万７，００

０円の追加。森林環境譲与税基金管理費、２５節、積立金として１８１万８，０

００円の追加は、森林整備や担い手の育成、木材利用の促進等のために今年度か

ら譲与される森林環境贈与税の財源を活用するため森林所有者のさらなる負担軽

減を図るべく、既存の森林整備推進対策事業補助金を廃止し、新たに緑豊かな森

づくり事業補助金を創設して、一層の森林整備を推進するとともに、財源充当後

の残額を次年度以降の森林整備等に充てるため議案３６号でお認めいただいた基

金に積み立てるものです。 

７款１項１目、商工会補助金、８８、８９ページになります。１９節、補助金
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に１９万７，０００円の追加は、商工会東藻琴支所移転に伴う管理費増に伴うも

のです。 

２目、観光振興一般事務費、１３節、大空八景案内看板等撤去設置業務委託料

として２４万９，０００円の追加は、設置場所の変更に伴い、案内看板の撤去移

設費を計上するものです。 

８款２項２目、道路維持補修事業、１５節、補修工事に６００万円の追加は、

舗装面の凍上等による被害発生に対応するためのものです。 

９款１項２目、網走地区消防組合大空消防署費負担金、１９節、負担金に１６

万７，０００円の追加は人事異動による職員人件費の増に伴うもの。 

３目、網走地区消防組合女満別消防団費負担金、１９節、負担金に１２０万円

の追加は、消防力向上のための寄附を受け、女満別消防団１００年記念事業助成

金に充てるものです。 

１０款１項２目、子ども未来づくり教育基金積立金、２５節、積立金として、

３，０３２万３，０００円の追加は、繰越金の一部を財源として積み立てるもの

です。 

４項２目、高校魅力化推進事業、９節、普通旅費から１９節、諸会議負担金ま

で総額６５６万７，０００円の追加は、魅力ある新しい高校づくりを進めるため

実践研修や公設塾研修、それと第３表、地方債補正で説明しました学校教育放課

後学習支援に向けたデジタルホワイトボードの導入、また、ＩＣＴ機器の導入や

インターネット環境整備に必要な費用を計上するものです。 

９０、９１ページであります。４目、東藻琴高等学校寄宿舎管理費、７節、嘱

託寮監賃金に２万８，０００円の追加は、夜間勤務に伴う割り増し賃金を計上す

るものです。 

１２款１項１目、職員給与費、２節、一般給与費から１９節、福祉協会負担金

まで総額４４９万８，０００円の追加は、４月１日付け人事異動に伴う会計間異

動等による増で、今回整理させていただくものです。 

続きまして、歳入の説明をいたします。７８、７９ページをお開きください。 

２款４項１目１節、森林環境譲与税として７５４万１，０００円の追加は、歳出

で説明しました森林整備や担い手の育成、木材利用の促進、普及啓発のために本年

度から譲与されるものです。 

１５款１項２目１節、国民健康保険基盤安定負担金から５８万５，０００円の

減額は、保険者支援分の基礎となる平均保険税の額の変更に伴うものです。 

２項２目２節、保育所等整備交付金として４，００１万８，０００円の追加は、

地方債補正及び歳出で説明いたしました認定こども園整備事業に係る国の交付金

です。３節、プレミアム付商品券事業事務費補助金として、４１５万２，０００

円の追加、同じく事業費補助金として６３０万円の追加は、歳出で説明しました

プレミアム付商品券事業に係る国の補助金です。 

４目１節、農地耕作条件改善事業補助金に４００万円の追加は、農地工作条件

改善事業に係る国の補助率変更に伴うものです。２節、畜産・酪農収益力強化整
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備等特別対策事業補助金として１億５，１７２万３，０００円の追加は、歳出で

説明しました畜産基盤整備事業補助金の家畜飼養管理施設等整備費に係る国の補

助金です。 

３項１目２節、参議院議員選挙委託金に３１万円の追加は、歳出で説明しまし

た参議院議員選挙費に係る国の委託金です。 

１６款１項１目１節、国民健康保険基盤安定負担金に２５万３，０００円の追

加は、保険税軽減分の軽減対象者増に伴うものです。 

２項２目４節、子ども・子育て支援システム改修事業補助金として６８０万円

の追加は、歳出で説明しました子ども・子育て支援事業に係る道の補助金です。 

４目１節、国営造成施設管理体制整備促進事業補助金に３６９万４，０００円

の追加は、歳出で説明いたしました豊住排水機場調整弁の修繕に。畑作構造転換

事業補助金として３，６１１万４，０００の追加は、省力作業機械及び先進的技

術作業体系の導入に。強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業として１，２

１７万６，０００円の追加は、農業の担い手が経営基盤確立に向けた機械等の導

入に係る道の補助金でございます。 

５目４節、認定こども園施設整備交付金として２，４７２万２，０００円の追

加は、地方債補正、歳出で説明しました認定こども園整備事業に係る道の交付金

です。 

１７款１項１目１節、土地貸付料に１５０万９，０００円の追加及び２節、病

院建物貸付料として３，０５３万６，０００円の追加は、病院建物及び土地の９

か月分の貸付料です。その他貸付料に６万円の追加は外国人技能実習生受入に伴

う８か月分の住宅貸付料でございます。 

２目１節、減債基金利子に９２５万９，０００円の追加は、資金運用に係る預

金利子債券運用益によるものです。出資配当金として５２万２，０００円の追加

は、網走地区森林組合出資金に対しての配当によるものです。 

８０、８１ページ。１８款１項１目１節、一般寄附金１２０万円の追加は、２

件の寄附によるものです。 

１９款１項１目１節、財政調整基金繰入金から８，６９６万６，０００円の減

額は、今回の補正の財源調整にするものです。 

２目１節、地域福祉・医療基金繰入金に１５０万円の追加は、女満別中央病院

医療環境等充実事業に係る財源として繰り入れるものです。 

４目１節、公共施設等整備基金繰入金から４００万円の減額は、農地耕作条件

改善事業補助金の増に伴い繰入金を減額するものです。 

５目１節、地域振興基金繰入金に１，４９７万円の追加は、東藻琴地区駐車場

整備工事及び旧網走信用金庫東藻琴支店建物改修工事に伴う財源として繰り入れ

るものです。 

７目１節、子ども未来づくり教育基金繰入金に３３０万円の追加は、高校魅力

化推進事業に係る財源として繰り入れるものです。 

２０款１項１目１節、前年度繰越金に１億２，２３６万２，０００円の追加は、
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繰越金全額を計上するものです。 

２１款４項７目１節、臨時職員等雇用保険料納付金に７，０００円の追加は、

新たに２名の雇用に伴うものです。 

１１目１節、前年度介護保険事業勘定特別会計繰出金返還金として４４４万２，

０００円の追加は、前年度事業の確定によるもの。前年度指定管理料精算金とし

て５９７万８，０００円の追加は、指定管理料確定に伴う精算によるもの。住宅

改修負担金として、４０万円の追加は、歳出で説明いたしました公有財産管理費

の外国人技能実習生受入住宅改修に係る受入企業負担分として納付していただく

もの。前年度豊住保育園保育業務委託料精算金として８１万８，０００円の追加

は、業務量確定に伴う精算によるものです。 

２１款の町債につきましては、第２表で説明したとおりですので、説明を省略

させていただきます。 

以上、補正予算について御説明申し上げました。御審議くださいますようお願

いいたします。 

◇議  長 ここで昼食のため休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

 

（休憩 午前１１時４８分） 

（再開 午前 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第１４、議案第３７号の議事を続けます。これから質疑を行います。質疑

はありませんか。２番、三條議員。 

◇三條議員 ２番。まず歳入の７９ページ、財産収入、建物貸付収入の病院の貸付

料、先ほど説明あったんですけれども、建物が月幾らで、土地も含まれていると

思うんですけども、詳しく説明いただけばありがたいと思います。 

歳出のほうもよろしいでしょうか。８３ページの企画振興費の１３節、地域情

報通信基盤整備推進事業、高度無線環境整備ということで実施設計では今回予算

計上されていますけれども、何回かお話を聞いている限り、実施後の維持等に相

当経費がかかるのかなと懸念もしておりますし、事業そのものも、いまいち、と

町民の皆さんにとっては、この言葉に対しての意味がわからないような気もしま

す。できれば、簡単でいいんですけれども、この事業の概要とそれから今後のス

ケジュールをお聞かせいただければと思います。 

８９ページの高校魅力化推進事業。１３節の委託料、情報通信環境構築業務委

託料３３０万円の委託の目的と内訳を聞かせてください。将来、両校舎の利用方

法が、いまいち私は見えていません。先行しての投資かもしれませんけれども、

女満別高校校舎は今現在払い下げで北海道とも協議をされていると思いますけれ

ども、当然、北海道から財産の払い下げということになると用途指定がされると

いうように想像しております。用途指定の部分については可能な範囲で結構です

ので、お答えをいただければと思います。以上よろしくお願いします。 
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◇議  長 鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 まず１点目に質問がございました、歳入７９ページの財産貸付収入

の計算方法などにつきまして御説明を申し上げたいと思います。 

ほかの普通財産貸付の事例と同様に、このケースにつきましても、大空町行政

財産使用料条例に倣いまして算出をしているところでございます。土地の貸付料

につきましては、土地の時価に対しまして１００分の４を乗じて得た額。建物貸

付料につきましては、建物の複成価格や経過年数、耐用年数等で算出しました額

で計算をしております。 

なお、先ほどもスケジュールの中で御説明しましたけれども、建物の売買が完

了しまして、所有権の移転などを行いました後、７月からの賃貸借を予定してお

りまして、今回の補正予算につきましては、７月から３月までの９カ月分の歳入

となっているところでございます。 

なお、行政財産使用料条例におきましては、使用料は年額により算出するとい

うことにされておりますけれども、理由がある場合にありましては、分割して納

付させることができるとされておりまして、本貸付料につきましても、経営支援

といった観点から、月額での納付を想定しているところでございます。土地と建

物を合わせました貸付料の月額を説明させていただきますけれども、３５１万９，

０００円ほどになってございまして、こちらは１０月の増税後になりますと３５

８万１，０００円ほどに上りますけれども、そういったことで見込んでいるとこ

ろでございます。 

◇議  長 南部総務課長。 

◇総務課長 御質問のありました地域情報通信基盤整備推進事業。先に事業の概要

ということで説明をさせていただきますけれども、大空町におきまして、光通信

網の整備をされているのは、市街地中心部、女満別地区、東藻琴地区でございま

す。その他農村地区においては、距離が離れていると、またそれにかかる経費が

かかるというようなことから、通信事業者による光網の整備がされていないとい

う現状でございます。 

昨今の経済や社会活動、また私どもの日常生活において、インターネットまた

はＩＣＴ環境についての役割は大きくなってきているということが言われており

ます。以前、電気、水道、道路というのはインフラというふうに言われましたけ

れども、この光通信網、情報についてもインフラ整備の一つとして言えるものだ

というふうに置いておりますし、最近いろんな情報を取るにあたっても、日々の

生活において、情報を取得するための光通信網は不可欠であろうというふうに私

どもは思っております。 

そこで大空町、いろいろ情報提供するにあたって、市街地中心地区と農村地区

との情報伝達の手法、また時間がかかるというようなことから、格差が出ている

というようなこともありますので、今回、この事業によってですね、農村地域に

光ファイバー伝送網というものを張りめぐらしまして、情報基盤の整備を図って

いきたいというふうに考えております。 
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具体的な数字はこれから煮詰まってくるわけですけども、概概算としまして、

やはり距離もございます、約１６０キロ程度の伝送網を整備しなきゃならないと

いうことから、整備費用では１８億から１９億円程度かかるというふうに想定し

ておりますけれども、これについては、今回の実施設計をやるにあたり、具体的

な数字が出てくるだろうというふうに思っておりますし、先ほどもう一つ説明が

ありました維持費というようなことでは、当然整備をした後には、その設備の維

持管理は出てくるわけでございます。これについては、どのようなことをしてい

くかということで今私どもの整備するに当たっては、電気通信事業者と協議をし

ている中では、民設民営という形で進めていこうということで話をしております。

ですから整備後については、民設ということですので、電気通信事業者が行うよ

うになると思いますけれども、ただ、やはり広大な地域と、それと加入者がどれ

だけ入ってくるかということも考えなければならない中で、民設民営であっても

一部負担金を求められることもあり得るだろうということも想定しております。

これらについては、この事業を進めるに当たっては、やはり整備をした地域の皆

様の御協力というのは、加入をしていただくことがまず大きな前提になってきま

すので、その加入に当たって、これからも町としては、進めていきたいというふ

うに思っております。 

今後のスケジュールということでございます。今、国のほうでは高度無線整備

環境整備推進事業というものを国が今年から事業開始してございます。それに向

けて、事業に乗りたいというようなことから、今年度においては、この詳細設計

を行って、どれぐらいの整備が必要なのか。また、運営方法もどういう方法が１

番いいのかということも再度、精査をして、国の事業申請を進めていって、でき

れば、今年できればいいですけど、ちょっと難しいと思いますが、令和２年、３

年度の整備を目指していきたいというふうに考えてございます。 

いずれにしましても、今回の補正予算で計上する実施設計につきましては、光

ファイバー伝送網の敷設ルートをどうするか、また、集落の状況と言ってですね、

ここまで本当に、この通信網が必要なのか否か、それの調査もしていきたい。さ

らには、場所によっては光ファイバーではなくて、無線による通信でも可能かど

うかというようなところも調査をしていきたい。さらに当然、電子通信事業者の

電柱ですとか電力会社の電柱等々を使うことになりますので、電柱の加重計算、

要するにファイバーを敷設するに当たってその電柱が持ちこたえられるかどうか

という調査もしなければならないようなこともありましたので、今回この実施設

計の中に網羅して進めていこうということで考えております。以上でございます。  

◇議  長 友西高校・認定こども園推進室参事。 

◇高校・認定こども園推進室参事 三條議員の質問にお答えさせていただきます。

まず１点目、今回の補正予算額の情報通信環境の委託料の件につきましてですが、

今回、東藻琴高校と女満別高校に情報通信技術のＩＣＴ環境整備ということで、

予算要求をさせていただいております。 

今回の環境整備の目的につきましては、両校の教育活動の充実発展、魅力化の
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推進、あと円滑な再編統合に向けまして、両校にデジタルホワイトボードのＩＴ

機器、そしてインターネット環境を整備させていただきたいと思っております。

両校にデジタルホワイトボードを置きまして、両校つなぎまして、双方向のコミ

ュニケーションを図るような機器を導入したいと思っております。デジタルホワ

イトボードにつきましては、ウエブカメラとマイクを内蔵しておりまして、双方

向のコミュニケーションを図ることができます。導入するデジタルホワイトボー

ドにつきましては、公設塾での活用、授業や生徒会、学校行事での活用のほか、

教職員の統合業務、今、先生方が一生懸命されているんですけども、その活用を

いただいて、少しでも先生方の負担軽減を図りたいと思っております。 

続きまして、女満別高校の校舎の関係ですけれども、道立高校の女満別高校の

町立移管につきましては、昨年４月に北海道教育委員会教育長に対しまして、町

長、議会議長、教育委員会委員長の三者連名で新設校の整備に向けました要望書

を提出しておりまして、その中に、女満別高校の校舎の譲与ということで要望を

しております。道教委とは継続的に協議を進めておりまして、道教委からは、来

年度予算をめどに一定の方向性を示せるように準備を進めているとお聞きしてお

ります。今後も精力的に協議を進めてまいりたいと思います。 

次に女満別高校の校舎を受けた後の用途や年数の制限についてでございますけ

ども、北海道がほかの地方公共団体に施設等の財産を譲与する場合、規定上、用

途や期間を指定しなければならないという規定があります。譲与された地方公共

団体には一定の制限がかかることになります。譲与された施設の用途につきまし

ては、営利目的や利益を上げるものとして使用することは認められないという制

限で、現在、当町で検討している用途は学校を基本とした公用の施設としての利

用でありますので、特に問題はないと考えております。また用途に応じた使用期

間については、１０年間という定めがありまして、その期間中、用途変更や所有

権に制限がかかることになります。町立移管後の女満別高校の活用につきまして

は、これらの規定を踏まえまして適切に活用してまいりたいと考えております。

以上でございます。 

◇議 長 ２番、三條議員に申し上げますけど、今の高校に関しての答弁の中での

用途指定に関する部分については、議題から外れる部分でないかと受けとめます

ので、その部分についての再質問は控えていただきたいと思います。２番、三條

議員。 

◇三條議員 ２番。情報基盤の関係については、金額も結構大きい金額になると思

います。それだけに、やはり町民の皆さんの十分な理解を得たうえで進めていく

ということでやっていただきたいなと思います。いろんな関係団体を含めて、協

力してもらいながら進めていくということをぜひやっていただきたい。 

農村地域ということで前に後継者の花嫁対策等でもちょっと質問させていただ

いことがあるんですけども、将来の農家の戸数が減っていくことも想定される部

分については、今後、どうしていくのかということも含めて、今答弁要りません

けれども、後で過大な投資をして失敗したなってことのないように進めていって
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いただきたいなというふうに思います。 

◇議  長 総務課長。 

◇総務課長 大変大きな事業になるというふうに私どもも思っております。これだ

け大きい投資をして使われないということになりますと、またこれも大変なこと

でございますので、私どもとしましては、関係機関、また、特に町内であれば、

農協のほうにもお話をしているところでございまして、これを御理解いただいて

加入促進につなげていきたいというふうに思っておりますし、併せて、やはり住

民の皆様の方に事業説明を行いながら、この通信基盤整備後に利用してもらえる

ような働きかけもしてまいりたいというふうに思っております。 

また、いろんな家庭の事情だとか、中には、この施設は要らないというような

方もいらっしゃるというようなことの調査も含めてこの中でしていきたいという

ふうに考えておりますので御理解賜りたいと思います。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。３番、上地議員。 

◇上地議員 はい、３番。簡潔にお聞かせをいただきたいと思います。まず歳入に

ついてでありますが、７８ページ、７９ページの２款４項１目１節の森林環境譲

与税７５４万円であります。今年度からということも説明をお聞きしましたが、

この中で産建の資料でも試算のほうを見させていただきましたが、令和４年以降

１，０００万円以上と。この計算式の中で人口も入っている中で、令和１５年ま

で丁寧に説明はあるんですが、実際に増加していくと、このことについて改めて

詳しくお聞きしたいなと。 

そして、あともう１点だけ。歳出についてでありますが、８６ページ、８７ペ

ージの６款２項１目の１９節ですね、真ん中ら辺の緑豊かな森づくり事業補助金

１，０５９万とあります。これも関連するものというふうに説明は聞きましたが、

森林整備推進対策事業補助金７０５万円をこの中に含めたというふうに説明もお

聞きしました。その中で利用としては、木材利用、そして人材育成、あとは森林

整備というふうに説明もお伺いしました。その中でもう少し具体的にお聞かせを

いただけたらと思います。以上２点です。 

◇議  長 藤田産業課長。 

◇産業課長 上地議員の質問にお答えしたいと思います。まず、歳入の森林環境譲

与税でございますけれども、これにつきましては、令和元年度からの導入という

ことで、予算計上をさせていただいたところです。 

議員がおっしゃっていましたとおり、おおむね３年程度ごとに令和１５年度で

譲与税の算出基準に基づいた譲与税が配分されるというようなことになっており

ます。この譲与税の配分につきましては、森林環境税をもとにいたしまして、譲

与税として配分されるということになってございまして、森林環境譲与税につき

ましては先ほど基金の条例の説明の際にも御説明をしておりますが、令和６年度

から税として課税されるというようなことになっております。その間におきまし

ては、国が特別会計の資金を借入して譲与税として配分してくるというようなこ

ととなってございます。 
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令和元年から３年度までは、試算をいたしますと、歳入の補正予算を計上して

おります７５４万１，０００円、また、３年後に置きましては、１，１３１万２，

０００円、令和１５年度には２，５４５万２，０００円、現在の人工林面積、林

業就業者数、人口に置きまして試算をしている状況でございます。歳入につきま

しては以上でございます。 

続きまして、歳出の関係でございますけれども、森林整備対策推進事業補助金

７０５万円を全額減額いたしまして、新たな補助制度ということで、緑豊かな森

づくり事業補助金として１，０５９万７，０００円を計上してございます。事業

の中身といたしましては、補助金として交付する森林整備の造林事業、除間伐事

業、下刈り事業、これらに補助を行っていくというようなことで、従来の補助金

より補助率を増加させて、所有者負担を軽減させるというような内容のものでご

ざいます。 

今回、初年度というようなこともありまして、既存で実施している、そういっ

た事業に対する補助というようなことでの取り組みでございますけども、次年度

以降におきましては、各自治体でも、現在いろいろとその譲与税を活用した事業

というものは、検討をしているところと思いますけれども、今、考えられるとい

うものは、木材として商品価値を高めるための枝打ち事業ですとか、林道や作業

道の補修整備、それから、植樹祭の開催経費に譲与税を活用した事業として取り

組めるのではないかということで考えられております。 

また、単独の市町村だけではできない、近隣の市町村と統一といいますか、協

力しながらというようなことになるかもしれませんが、担い手となります作業員

への支援とか、そういったものも今後検討しなければならないのかなというふう

に考えているところでございます。いずれにしましても、今後、各自治体での取

り組みの状況なども分かってくるかと思いますので、それらを参考としまして、

大空町としても、また取り組みの内容について検討してまいりたいと考えてござ

います。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。８番、齋藤議員。 

◇齋藤議員 １点だけ確認させていただきたいと思いますけども、７８ページ下段

です。利子及び配当金とありますけども、この中で９７８万１，０００円。今ま

で利子という形でこれだけ高額な金額を見たことないんですけども、この内容、

具体的なことを聞きたいと思います。 

◇議  長 平田会計管理者。 

◇会計管理者 齋藤議員の御質問にお答えを申し上げます。まず私のほうからは、

減債基金利子９２５万９，０００円の内容につきまして御答弁をさせていただき

たいと思います。 

昨日の一般質問でも町長のほうから、一部御答弁がありまして、重複する部分

がございましたら御容赦いただきたいと思いますが、減債基金につきましては、

４月１２日に売却をさせていただいておりますが、３億４，４２５万円の元本に

際しまして、額面単価１００円に対し１０３円３０銭で売却をしてございます。
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したがいまして、保有元本に対しましての売却収益といたしまして、１，０７５

万５，０００円でございます。また、売却後、元本の３億４，４２５万円とただ

いま申し上げました売却益１，０７５万５，０００円を合わせまして、３億５，

５００万円余りを定期預金にて積み立て中でございますので、年間の利息相当分

といたしまして３６万３，０００円を今回補正として計上させていただきます。

あわせまして１，１１１万８，０００円のうち、当初予算に計上されております

１８５万９，０００円を除きまして９２５万９，０００円の増額補正という内訳

でございます。私のほうからは以上でございます。 

◇議  長 南部総務課長。 

◇総務課長 それでは私のほうから同じ節の出資配当金でございますけども、これ

は先ほど説明しました網走地区森林組合に出資しております７４６万７，０００

円に対しまして、約７％の配当があったということで、この金額５２万２，００

０円を計上しております。昨年も同じ５０万円強の出資配当金をいただいている

ところでございます。以上です。 

◇議  長 ８番、齋藤議員。 

◇齋藤議員 昨日も同僚議員のほうで資産運用のことについては出ていましたけれ

ども、私はなかなか低金利時代、また、地方交付税が減少する中で、こういうこ

とは自分では必要なことなのかなと思っております。 

ただ、原資があくまでも公金なので、あくまでも何か要綱でもつくって進めて

もらったほうがいいのかなと。そういう感じで思っています。どうでしょう。 

◇議  長 山下町長。 

◇町  長 この関係については、昨日の一般質問に御答弁を申し上げました。そ

れぞれ皆さん方、思いはいろいろかと思っておりますけれども、こういう問題に

ついては、おおむねのと言いましょうか、おおよその理解、信頼関係がなければ

ならないものと思ってございます。今回は一旦解約と言いましょうか、途中で満

期前に売却をして一般会計に歳入として予算化をいたしましたけれども、今後の

あり方については、内部でいろいろな御意見を踏まえて、十分検討した後に対応

していきたいと、そのように考えております。 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３７号、令和元年度大空町一般会計補正予算（第３号）を採決し

ます。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３７号、令和元年度大空町

一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１５ 議案第３８号 

◇議  長 日程第１５、議案第３８号、令和元年度大空町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。本案について、提案理由の説明を求め

ます。佐々木福祉課長。 

◇福祉課長 議案書９９ページでございます。議案第３８号、令和元年度大空町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。令和元年度大空町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１７

１万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億６４９万６，

０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和元年６月１９日提

出、大空町長、山下英二。 

議案書１０１ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款、国民健康保険税から１，７７０万円を減額。２款、道支出金に６５万７，

０００円を追加。４款、繰入金から４４万２，０００円を減額。５款、繰越金に

１，５７６万８，０００円を追加し、歳入合計は１７１万７，０００円を減額し、

１２億６４９万６，０００円とするものです。 

１０２ページをお開き願います。歳出です。 

１款、総務費に６５万７，０００円を追加。５款、財政調整基金費に８５４万

７，０００円を追加。６款、国民健康保険事業費納付金から１，０９２万１，０

００円を減額し、歳出合計は１７１万７，０００円を減額し、歳入合計と同額と

するものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より御説明申

し上げますので１０８、１０９ページをお開き願います。 

１款１項１目、総務一般事務費の１３節、国保システム改修委託料に６５万７，

０００円の追加は、国の制度改正に基づく旧被扶養者減免システムの改修による

追加でございます。 

５款１項１目、国民健康保険基金積立金の２５節、国民健康保険基金積立金に

８５４万７，０００円の追加は、前年度の道補助金等の増加によるもので繰越金

が増えたことに伴い、基金に積み立てるものでございます。 

６款１項１目１９節、一般被保険者納付金医療給付費分から２６７万円の減額。 

２目１９節、退職被保険者納付金医療給付費分から７７万４，０００円の減額。 

２項１目１９節、一般被保険者納付金後期高齢者支援金等分から２９２万８，

０００円の減額。 

２目１９節、退職被保険者納付金後期高齢者支援金等分から３３万１，０００

円の減額。 

３項１目１９節、被保険者納付金介護分から４２１万８，０００円の減額は、
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いずれも国民健康保険事業費納付金の決定に基づき減額するものです。 

続きまして歳入の説明を申し上げますので、１０６、１０７ページをお開き願

います。 

１款１項１目１節、一般被保険者医療給付費現年課税分に８３万４，０００円

の追加。２節、一般被保険者介護納付金現年課税分から６７８万７，０００円の

減額。３節、一般被保険者後期高齢者支援金現年課税分から１，１７４万７，０

００円の減額は、本年４月現在の国民健康保険加入者をもとに、最新の住民税の

情報により試算し、さらに軽減基準額の改正及び先ほど議案第３４号で承認をい

ただきました改正後の税率及び限度額により試算した結果に基づき、減額するも

のです。 

２款２項１目１節、特別交付金に６５万７，０００円の追加は、歳出の国保シ

ステム改修委託料を追加したことに伴うものでございます。 

４款１項１目１節、一般会計繰入金から４４万２，０００円の減額は、軽減判

定所得額の改正により算出した結果、一般会計からの保険基盤安定制度分の繰入

金の額が減額となったことに伴うものでございます。 

５款１項１目１節、前年度繰越金に１，５７６万８，０００円の追加は、前年

度の繰越金を計上するものです。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げましたので、御審議賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３８号、令和元年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３８号、令和元年度大空町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１６ 議案第３９号 

◇議  長 日程第１６、議案第３９号、令和元年度大空町介護保険事業勘定特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。本案について、提案理由の説明を求め

ます。鈴木福祉課参事。 

◇福祉課参事 議案書１１１ページをお開きください。議案第３９号、令和元年度

大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）。令和元年度大空町介護保

険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，９

１１万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８億２，２１３万

９，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和元年６月１９日提

出、大空町長、山下英二。 

議案書１１３ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。

４款、支払基金交付金に１７万７，０００円を追加。７款、繰入金から６８２ 

万７，０００円を減額。８款、繰越金に２，５７６万４，０００円を追加。歳入 

合計は１，９１１万４，０００円を追加し、８億２，２１３万９，０００円とす 

るものです。 

１１４ページをお開きください。歳出です。 

４款、基金積立金に３７７万９，０００円を追加。５款、諸支出金に１，５３ 

３万５，０００円を追加。歳出合計は１，９１１万４，０００円を追加し、歳入

合計と同額にするものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出から説明いた

しますので、１２０、１２１ページをお開きください。今回の補正は、平成３０

年度の介護保険料賦課の際、所得段階区分を誤って算定をし、保険料を多く徴収

してしまった方に対し、保険料を還付する予算、また、平成３０年度の介護給付

費確定に伴う国や道支払基金等の過不足の精算を行うための予算を補正するもの

であります。 

それでは歳出です。４款１項１目、介護保険基金積立金、２５節、３７７万９，

０００円の追加は、今回の補正予算の財源調整として追加するものです。 

５款１項１目２３節、第１号被保険者保険料還付金及び還付加算金に５０万円

の追加は、賦課誤りにより、多く徴収してしまった保険料を還付するものであり

ます。 

同じく２目、償還金、２３節、償還金利子及び割引料の前年度一般会計繰入金

返還金に４４４万２，０００円。前年度介護給付費国庫負担金返還金に５３５万

４，０００円。同じく道負担金返還金に３８７万８，０００円。前年度地域支援

事業国庫交付金返還金に６０万２，０００円。同じく道交付金返還金に３４万円。

同じく支払基金交付金返還金に２１万９，０００円の追加は、前年度の介護給付

費確定に伴い、多く収入された分をそれぞれ返還するものであります。 

続いて、歳入の説明を申し上げます。１１８、１１９ページをお開きください。

４款１項１目、介護給付費交付金、２節、過年度介護給付費交付金に１７万７，  

０００円の追加は、前年度の介護給付費確定に伴い、収入が不足していた分が支

払基金から交付されるものであります。 

７款２項１目１節、介護保険基金繰入金から６８２万７，０００円の減額は、

今回の補正の財源調整のため基金からの繰り入れを減額するものです。 

８款１項１目、繰越金、１節、前年度繰越金に２，５７６万４，０００円の追
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加は、前年度の繰越金を計上するものです。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げましたので、御審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３９号、令和元年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第１号）を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号、令和元年度大空町

介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１７ 議案第４０号 

◇議  長 日程第１７、議案第４０号、令和元年度大空町簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。

高島建設課長。 

◇建設課長 議案書１２３ページでございます。議案第４０号、令和元年度大空町

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。令和元年度大空町簡易水道事業特別

会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５２

万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億７，３２１万２，

０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和元年６月１９日提

出、大空町長、山下英二。 

１２５ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款、繰入金から３１６万２，０００円を減額。３款、繰越金に４６９万１，

０００円を追加。歳入合計は１５２万９，０００円を追加し、２億７，３２１万

２，０００円とするものです。 

１２６ページをお開き願います。歳出です。 

１款、総務費に１５２万９，０００円を追加し、歳入合計と同額とするもので

す。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明しますので、

１３２ページ、１３３ページをお開き願います。 

１款１項１目、職員給与等の２節、給料に１８万６，０００円。３節、職員手
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当等に１０４万６，０００円。４節、共済費に２５万８，０００円。１９節、負

担金補助及び交付金に３万９，０００円をそれぞれ追加しております。４月１日

付け人事異動による対象職員の変更によるものです。 

続きまして、歳入の説明をしますので、１３０ページ、１３１ページをお開き

願います。 

２款１項１目１節、一般会計繰入金から３１６万２，０００円を減額しており

ます。補正予算の財源調整のため変更するものです。 

３款１項１目１節、前年度繰越金に４６９万１，０００円を追加しております。

平成３０年度からの繰越金が確定したことによる変更でございます。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、御審議ください

ますようよろしくお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４０号、令和元年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号、令和元年度大空町

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 発議第４号 

◇議  長 日程第１８、発議第４号、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規

約の一部変更についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めま

す。８番、齋藤宏司議員。 

◇齋藤議員 議会側議案書１ページをお開きください。発議第４号、北海道町村議

会議員公務災害補償等組合規約の一部変更について。このことについて、大空町

議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出する。令和元年６月２０日

提出、大空町議会議員、齋藤宏司、松岡克美。 

３ページでございます。この規約の変更については、池北三町行政事務組合、

日高地区交通災害共済組合、十勝環境複合事務組合、北空知葬斎組合から、解散、

脱退届が出されたことにより、組合規約の変更が必要になったものであります。 

参考資料で説明申し上げます。参考資料１ページをお開きください。北海道町

村議会議員公務災害補償等組合は北海道町村議会議員等に対する公務災害補償等

に関する事務を共同処理するために設立された一部事務組合であります。新旧対

照表の別表第１の池北三町行政事務組合、日高地区交通災害共済組合、十勝環境
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複合事務組合、北空知葬斎組合を削り、変更するものであります。 

附則としまして、この規約は地方自治法第２８６条の第１項の規定によりまし

て、総務大臣の許可の日から施行することになっております。以上、説明申し上

げましたので、よろしく御審議ください。以上よろしくお願いいたします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第４号、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更に

ついてを採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第４号、北海道町村議会議員

公務災害補償等組合規約の一部変更については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 発議第５号 

◇議  長 日程第１９、発議第５号、新たな過疎対策法の制定に関する要望意見

書を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。６番、沢出好雄

議員。 

◇沢出議員 議会側議案書５ページをお開きください。発議第５号、新たな過疎対

策法の制定に関する要望意見書。このことについて、大空町議会会議規則第１４

条の規定により別紙のとおり提出する。令和元年６月２０日提出、大空町議会議

員、沢出、上地、松田、品田、三條の各議員であります。 

７ページをお開きください。この要望の内容でありますが、昭和４５年の過疎

地域対策緊急措置法制定以来総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域におけ

る生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げたところでありますが、現

行の過疎地域自立促進特別措置法は、令和３年３月末をもって失効することにな

ります。 

引き続き、過疎地域に対して、総合的かつ積極的な支援を充実、強化し、住民

の暮らしを支えていく政策を確立、維持することが重要であることから、新たな

過疎対策法の制定を強く要望するものであります。 

提出先は内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣宛

てでございます。 

以上、御説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いい

たします。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 総論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第５号、新たな過疎対策法の制定に関する要望意見書を採択します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第５号、新たな過疎対策法の

制定に関する要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 発議第６号 

◇議  長 日程第２０、発議第６号、日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を

守る要望意見書を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。５

番、原本哲己委員。 

◇原本議員 議会側議案書９ページをお開きください。発議第６号、日米貿易協定

交渉から日本の農業・農村を守る要望意見書。このことについて、大空町議会会

議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出する。令和元年６月２０日提出。    

大空町議会議員、原本、田中、深川、松岡、齋藤、後藤の各議員であります。 

１１ページでございます。この要望の内容でありますが、日米貿易協定交渉が

４月より開始され、日本政府は過去の経済連携協定の内容が最大限とする日米共

同声明に沿って交渉するとしていますが、早期妥協に向け、米国からの要求が強

まることが危惧されています。このまま米国の強硬な要求に屈すれば、日本の農

業及び関連産業や地域経済、社会が甚大な影響をこうむることになり、我が国の

食糧主権を形骸化し、国内農業・農村の崩壊につながる危険性があります。この

ことから、記以降について強く要望するものであります。 

記、１、国民への安全で安心な食料を安定的に供給する観点から、我が国の食

糧主権と食料安全保障を守ることを基本に、交渉内容の丁寧な情報提供を行い、

国民合意がないまま交渉を拙速に妥結しないこと。 

２、農業者の不安を払拭するため、国内の農業・農村を潰しかねない米国の強

硬な要求に屈することなく、重要農畜産物の関税削減・撤廃及び輸入枠拡大など

は断じて受け入れないこと。 

提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済再生担当大臣、農林水

産大臣宛てでございます。 

以上、説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いしま

す。 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第６号、日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を守る要望意見書

を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第６号、日米貿易協定交渉か

ら日本の農業・農村を守る要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 報告第３号 

◇議  長 日程第２１、報告第３号、債権の放棄についてを議題とします。山下

町長から、お手元に配付しているとおり、債権の放棄の報告がありましたので、

本件について、提案理由の説明を求めます。田中住民課長。 

◇住民課長 議会提出議案書１３ページの報告第３号でございます。平成３０年度

の債権の放棄につきまして、大空町債権管理条例第１７条第２項の規定に基づき、

議会に御報告申し上げます。 

議案書１５ページは、令和元年５月８日付けで、町長から議長に提出いたしま

した公文書でございます。内容につきましては、一覧表で御説明させていただき

ますので、議案書１７ページをお開き願います。 

平成３０年度債権放棄一覧表です。平成３０年度の債権放棄件数は１件でござ

います。表の左から番号、１。債権の名称、水道料。放棄の金額、３万７，２９

０円。放棄年月日、平成３１年３月３１日。放棄の事由、大空町債権管理条例第

１７条第１項第２号に該当。債務者の破産で徴収の見込みなし。債務者数は１名

でございます。 

当該債務者は、平成２６年度から２９年度にかけての水道料、計３万７，２９

０円を滞納しており、この間、督促状送付のほか、電話催促や訪問、面談等を実

施しておりましたが、平成３０年１０月に破産手続が開始され、破産法第２５３

条第１項の規定により、債務者が当該非強制徴収債権につき、その責任を免れた

ものでございます。 

以上、報告第３号、債権の放棄についての御報告とさせていただきます。 

◇議  長 これで債権の放棄については終わります。 

 

◎日程第２２ 報告第４号 

◇議  長 日程第２２、報告第４号、平成３０年度繰越明許費繰越計算書の報告

についてを議題とします。山下町長から、お手元に配付しているとおり、平成３

０年度繰越明許費繰越計算書の提出がありましたので、本件について提案理由の

説明を求めます。南部総務課長。 

◇総務課長 １９ページ、報告第４号、平成３０年度繰越明許費繰越計算書の報告

について。この繰越明許費につきましては、地方自治法の規定により翌年度に繰
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り越して使用する歳出予算であり、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に

より報告するものでございます。 

２１ページは、６月３日付けの町長から議長への送付文でございます。 

２３ページをお開き願います。平成３０年度大空町一般会計繰越明許費繰越計

算書です。平成３０年度内に事業が完了しないため繰越明許費として議決をいた

だいた事業でございます。 

６款１項、古梅地区基幹水利施設管理事業は、移動式散水施設の修繕の入札不

調に伴う設計内容の見直し日数が増加したことから、特殊部品の製造、取り付け

等が年度内に完了しないため、４６２万２，０００円を繰り越したところです。

財源の内訳は、国道支出金２５０万１，０００円。一般財源２１２万１，０００

円となっています。 

以上、一般会計における平成３０年度から令和元年度へ繰り越した事業内容の

報告とさせていただきます。 

◇議  長 これで平成３０年度繰越明許費繰越計算書の報告については終わりま

す。 

 

◎日程第２３ 報告第５号 

◇議  長 日程第２３、報告第５号、平成３０年度一般財団法人めまんべつ産業

開発公社の経営状況についてを議題とします。山下町長から、お手元に配付して

いるとおり、経営状況を説明する書類の提出がありましたので、本件について、

提案理由の説明を求めます。藤田産業課長。 

◇産業課長 議会提出議案書２５ページの報告第５号でございます。平成３０年度

一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況につきまして、地方自治法第２

４３条の３第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。 

資料につきましては別冊で配付しております一般財団法人めまんべつ産業開発

公社の経営状況を説明する書類をご覧ください。 

１ページをご覧ください。平成３０年事業報告書でございます。中段になりま

すが、めまんべつ産業開発公社が実施しております目的を達成するための主な事

業は、１、産業開発に関する事業。２、地場産品の販路開拓に関する事業。３、

公共施設の維持管理等に関する事業。４、その他この法人の目的を達成するため

に必要な事業であります。 

２ページをご覧ください。事業の内容につきましては、５つの区分となってお

ります。初めにローマ数字Ⅰ、一般会計事業の状況でございます。事業としまし

ては、地場産品を活用した試作研究開発、販路拡大・イメージ商品の開発などを

実施しております。１の試作研究開発事業では、町内で生産されましたトマト、

ニンジン、野菜を使ったジュースや煮豆の試作研究、トマトジャムをはじめ、町

内の野菜を使ったドレッシングの試作研究、しじみ関連商品の試作研究、商品化

などを行っております。２の情報調査収集事業における販路拡大とイメージ開発

事業では、販路開拓のため企業訪問や物産販売の実施、雑誌をはじめとする広告
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媒体への商品ＰＲ広告や記事の提供、各イベントへの出店による特産品販売と商

品ＰＲ、東藻琴高校と連携したＹａｈｏｏ！ショップの開店やネットショップ店

への商品提供などを行っております。 

次に３ページから４ページに記載しておりますローマ数字Ⅱ、環境整備事業の

状況でございます。事業としましては、公共施設の管理を受託しております。公

共施設等管理事業、女満別空港消防業務の空港環境整備事業、女満別空港駐車場

管理事業、自動車テストコース整備の産業開発整備事業の４事業を実施しており

ます。１の公共施設等管理事業は、各学校等の施設管理業務や給食調理業務、地

場産品開発販売促進業務、ウインターフィールド運営業務など８つの業務を行っ

ております。３の女満別空港駐車場管理事業では、空港利用者の利便の向上に努

めており、４ページになりますが、上段の駐車料金収入集計の表では、合計のと

ころで前年比が１０４．１％と増加している状況にあります。 

下段のローマ数字Ⅲ、特産品収益事業の状況でございます。 

５ページにかけまして記載しております。事業としましては、農産加工商品の

製造販売、地場産品の販売に関わる収益事業でございます。公社では、研究開発

をした農産加工商品の製造販売のほか、地場産の特産品、農産物などの販売を行

い、消費者ニーズに合った品ぞろえを目指した店舗運営に努めております。また、

メルヘン観光交流センターのキッチンほのかでは、地場産食材の消費拡大や食材

のＰＲにも努めているところであります。２の地場産品提供事業の表になります

が、アンテナショップほのかの来店人数は、前年比９７．４％と減少しましたが、

売上金額では１１１．６％と増加しております。また、女満別空港内のアンテナ

ショップほのか空港店では、売上金が前年比で１０６．９％、メルヘン観光交流

センター内のキッチンほのかでは１１０．９％とそれぞれ増加している状況にあ

ります。 

６ページをご覧ください。ローマ数字Ⅳ、指定管理運営事業Ⅰの状況でござい

ます。事業としましては、町より受託しておりますメルヘン公園の指定管理事業

でございます。管理施設は、メルヘンカルチャーセンター、多目的広場、新規就

農者技術習得管理施設、温室、体験農場、駐車場ほかとなっております。 

６の業務実績になりますが、施設管理にあっては、光熱水費の節約と新型イン

フルエンザやノロウイルス等の病原菌による疾病の蔓延防止を図るため、施設内

の衛生対策に努めております。栽培温室では、アスパラ、わさび、ブロッコリー

や花苗の栽培を行い、体験圃場では、緑肥作物の試験栽培や女満別高校生の栽培

実習用として圃場の提供も行っているところであります。また、屋内の多目的広

場でのイベントや道の駅まつりなど屋外での物販にも大勢の人が来場し、賑わい

を見せているところであります。７の利用実績の表になりますが、右下のメルヘ

ン公園全体における前年比では、利用件数が９８．２％となっておりますが、利

用者数では１２５．９％と前年を上回った結果となっております。 

７ページをご覧ください。ローマ数字Ⅴ、指定管理運営事業Ⅱの状況でござい

ます。事業といたしましては、町より受託しておりますひがしもこと乳酪館の指
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定管理事業でございます。乳酪館は地場で生産される牛乳を活用して、乳製品の

開発、製造、体験等を通じた都市と農村交流を行う施設として利用者へのサービ

スの向上に努め、利用しやすい施設運営を行っております。 

５の業務実績になりますが、施設管理にあっては、光熱水費などの節約と乳製

品の販路拡大に努めております。北海道や関東のふるさと会と商品の取り扱いは、

重要な取引先として継続できるよう進めており、大空町ふるさと応援寄附金の贈

り物として、チーズの取り扱いが伸びており、今後にも期待できるところであり

ます。また、東藻琴高校と連携した東高マルシェや近隣市町のイベント、札幌オ

ータムフェスタ等で商品販売とＰＲに努めております。毎年開催しておりますチ

ーズとワインの夕べ好評をいただいているところでございます。 

６の販売収入実績の表になりますが、３０年度の入館者は、前年比９６．４％、

乳製品等販売収入は１４７万４，０００円減の約７，１８６万９，０００円で９

８％となっております。 

１０ページから１８ページには、一般会計、各特別会計５会計の決算関係の総

括表を掲載しております。平成３０年度めまんべつ産業開発公社全体の収支につ

きましては、１１ページの正味財産増減計算書をご覧ください。ローマ数字Ⅰ、

一般正味財産増減の部、１、経常増減の部、（２）経常費用、当期経常増減額の

当年度は、９５７万３，２６４円で黒字決算となっております。２、経常外増減

の部、（２）経常外費用、雑損失の当年度は、１万１，３８４円ありますので、

表の下段のローマ数字Ⅲ、正味財産期末残高の当年度は、前年度比９５６万１，

８８０円増加の１億２，７４８万１，２５４円となっております。 

２２ページから４０ページには平成３１年度の事業計画書、収支予算書を添付

しておりますので、ご覧いただきたいと思います。以上、めまんべつ産業開発公

社の経営状況の報告とさせていただきます。 

◇議  長 これで平成３０年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況

については終わります。 

 

◎日程第２４ 報告第６号 

◇議  長 日程第２４、報告第６号、平成３０年度株式会社東藻琴芝桜公園管理

公社の経営状況についてを議題とします。山下町長から、お手元に配付している

とおり、経営状況を説明する書類の提出がありましたので、本件について、提案

理由の説明を求めます。作田地域振興課長。 

◇地域振興課長 議会提出議案書の２７ページをお開き願います。報告第６号でご

ざいます。平成３０年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況について地

方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。 

資料はお配りしております株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況を説明

する書類の１ページから１３ページでございます。 

初めに１ページをお開き願います。事業報告について報告をしております。 

２ページには芝桜開花期の入園者の状況、キャンプ場、釣り堀、ゴーカート、
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遊覧車、温浴施設の利用状況並びにイチゴハウスの販売額等につきまして報告さ

れております。 

平成３０年の芝桜開花期の入園者数につきましては、８万１，５５６人で前年

度比１０７．１％、７．１％の増加となっております。入園者の増加の要因とい

たしましては、平成３０年度は、春の雪解けも順調に進み、当初から芝桜の開花

状況も良好で、５月１日に開花宣言を行い、料金を徴収することができました。

５月３日の芝桜まつりのオープニングはあいにくの雨天となりましたが、その後

の芝桜まつり期間中は比較的好天に恵まれ、５月１６日には満開宣言を行いまし

た。芝桜まつりのイベントを催し、来園者の多い週末の天候は安定していました

ので、入園者の伸びにつながり、また、芝桜の開花期間が３４日間と２９年度よ

り５日間長くなったことから、入園者数が前年度より５，３９１人増加となった

要因ではないかと思っております。個人客につきましては５万３，１１４人で前

年度比１１．７％の増、団体客につきましては２万８，４４２人で前年度比０．

６％の微減となっております。また、近年進めておりますインバウンド、外国か

らの旅行者へのプロモーション活動により、外国人客も年々増加傾向にありまし

て、昨年につきましては１万１，３１１人と前年度比９．６％、９９５人の増加

となっております。 

次に３ページから１０ページの収支決算の状況でございますが、売上げの５

３％以上を占めております入園料は、前年度より１７．７％の増収となりました。

入園者数が前年度より増加したこと、諸経費の削減に努め、老朽化して危険な施

設などの修繕を行い、安全確保を図り、また、環境美化、芝桜の維持更新などを

実施し、単年度収支では５ページ下段、ローマ数字のⅣになりますが、記載のと

おりの１０９万２，５３０円の純利益となり、平成２９年度の繰越利益と合わせ

ますと平成３０年度末の繰越利益余剰金は７ページ中段に記載のとおり、１，１

９９万２，７４０円となっております。当期末の利益余剰金につきましては、次

期に繰り越すこととなってございます。 

次に１１ページから１２ページの平成３１年度の事業計画でございますが、例

年同様に芝桜公園、遊覧車、ゴーカート、釣り堀、売店、食堂、キャンプ場、温

浴施設を中心として営業することになっております。日本の人口減少により国内

旅行市場にも陰りが見えてきているため、これからは、訪日外国人旅行者を対象

にしたマーケティング及び受け入れ体制の強化を図ることが急務です。国の観光

立国推進基本計画では観光ビジョンの目標年次や東京オリンピック、パラリンピ

ックの開催を踏まえ、計画期間を２０２０年度までとし、拡大する社会の観光需

要を取り込み、世界が訪れたくなる観光先進国日本への飛躍を図るものとして、

観光立国の実現に関する目標を２０２０年度には、訪日外国人旅行者数を４，０

００万人、訪日外国人の旅行者の消費額を８兆円としております。今後も本州の

各都市圏や札幌方面の各旅行者へのＰＲや日帰りで来園できる近隣のお客様への

魅力発信の広告、チラシやラジオなどのプロモーション活動、さらにＳＮＳなど

でインスタ映えする色鮮やかな芝桜の画像が世界発信されるよう宣伝してまいり
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たいと存じます。また、引き続き芝桜公園の生命線である雑草の撲滅とブロック

ごとの芝桜の計画的な更新や植栽方法による魅力ある企画構成を図り、お客様に

愛される芝桜公園を目指し、町民の貴重な財産をきめ細かく維持管理していくこ

ととしております。 

平成３１年度の収支計画につきましては、１３ページに記載されておりますの

で、ご覧いただきたいと存じます。 

なお、本年度、芝桜まつりにつきましては、先日すでに終了しておりますので、

参考までに、６月１１日現在の入園者数等について御報告させていただきます。

６月１１日現在の入園者数は７万１，２２９人、前年度比１２．７％の減となっ

ております。入園料収入につきましては２，８６６万７５０円、前年度比１６．

６％の減収となっております。 

以上で平成３０年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況についての御

報告とさせていただきます。 

◇議  長 これで平成３０年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況につ

いては終わります。 

 

◎日程第２５ 報告第７号 

◇議  長 日程第２５、報告第７号、例月出納検査結果報告についてを議題とし

ます。監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委

員の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第７号、例月出納検査結果の報告

につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、報告申し上げま

す。検査の対象となった月は平成３１年２月分から平成３１年４月分までであり

ます。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例

月出納検査を実施いたしました時期は、２月分につきましては３月の１９日、３

月分につきましては４月２２日、４月分につきましては５月の２１日、松岡監査

委員とともに実施したところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違あり

ません。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。   

以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。山下町長か

ら発言があれば許します。山下町長。 

◇町  長 令和元年第２回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、一言御礼を

申し上げたいと存じます。この定例会には専決処分、また、財産の取得、契約の

締結条例の制定と改正、補正予算など多くの案件について御審議をいただき、御

決定をいただきましたことに御礼を申し上げたいと思います。 

昭和３５年の２月９日、私の誕生日でありますけれども、私は今の場所に建っ
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ている当時の女満別の町立の国保病院で生まれました。その後、昭和４４年の１

２月の２５日、朝、おなかが痛いということで、その病院に行きました。前日の

夜からおなかが痛くなったということで、家族が連れていってくれたわけであり

ますけれども、ちょうどおなかが痛いと言って診察台で横になっているときに、

男性の人がその部屋に入ってきて、看護師の皆さんに大変お世話になりましたと

言って去られていきました。後で聞きますと、当時の国保病院の外科の先生だっ

たようでございます。そんなことから、私はそこでは診療ができないということ

で、美幌の国保病院に移りまして、診断を受けまして、急性虫垂炎ということで、

その日の夕方、手術を受けて入院をしたところであります。 

あとで大人になってと言いましょうか、知りましたけれども、その翌年の春、

４５年の３月３１日をもって町立女満別国保病院は閉鎖となっております。その

後、民間病院として、現在につながってきていると思ってございます。 

これまで長佐古先生、幡先生、曽我先生、前田先生、服部先生、そして加藤先

生。大勢の医師の方々、関係者の皆さんにお世話になってまいりました。その中

で、外科病棟の建設でありますとか、また、現在の建物への新築、町も助成をし

ながら今日に至っております。 

そんな中で、個人病院から法人化へ、さらには、大空町となって以降、東藻琴

の診療所の指定管理というものも受けていただいておりまして、この間の関係者

の皆さん方に大変お世話になりながら、この地域の医療を支えていただいている

状況にございます。近年この医療をめぐる状況、法律の改正、制度の改正、さら

には農村部、私どものような過疎地域の人口の減少とそういう中にあって、医療

従事者の確保というものが大変難しくなってきておりまして、さらに経営という

面からも厳しい状況が伝えられてございます。 

先ほど言いましたように従来は建設費において支援をしてきた、そういう時代

がございました。現在は、町は救急医療に係る一部に交付税措置を受けながら、

さらには過疎債のソフト事業枠を活用いたしまして支援を行っている状況にござ

います。しかし、現在ありますのは民間の病院でございます。民間であるがゆえ

に抜本的な交付税措置というものがございません。また、ハード面での過疎債の

道というものも閉ざされている状況にあります。こういったことに対しまして、

国に対し医療計画に基づき地域が支援する病院というものは公共的病院に位置づ

けていただき、交付税、起債の対象にしてほしいと要請を行っているわけであり

ますけれども、現在認められていない状況でございます。 

そんな中で、今回お認めをいただきました関係につきまして、現時点では最善

の方策ではないかと思い今回御提案とさせていただいたところでもございます。

いずれにいたしましても、この地域から医療がなくてはなりません。今後も地域

医療しっかりと守るために努力をしてまいりたいと思ってございます。その決意

を御報告申し上げまして、御礼に代えさせていただきたいと思います。ありがと

うございました。 

◇議  長 これで令和元年第２回大空町議会定例会を閉会します。大変お疲れさ
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までした。 

（閉会 午後２時２６分） 

 

 


